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【基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果】 
 
［テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1. キャンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き- 

備付資料 

1. 聖カタリナ大学短期大学部創立 50 周年、聖カタリナ大学創立 30 周年、松山市駅 

 キャンパス・看護学科開設記念誌 2017 

2． 大塚製薬との連携協定書 2019 年 7 月 国立大学法人愛媛大学との連携 2020 年

11 月 

 

 

［区分基準Ⅰ-A-1 建学の精神を確立している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 建学の精神は短期大学の教育理念・理想を明確に示している。 
（2） 建学の精神は教育基本法及び私立学校法に基づいた公共性を有している。 
（3） 建学の精神を学内外に表明している。 
（4） 建学の精神を学内において共有している。 
（5） 建学の精神を定期的に確認している。 

 

＜区分 基準Ⅰ-A-1 の現状＞ 

本学の建学の精神（キャンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き-）は次のとお

りである。 

1.本学は、聖ドミニコ宣教修道女会の設立によるもので、その法的設置者は学校法人

聖カタリナ学園である。その建学の精神は、「愛と真理」である。その内容は次の点に

ある。 

2.本学は、キリスト教的世界観と教育理念に基づいて、世界の平和と人類の共通善を

促進する人間の教育を目的とする。 

3.本学は、創立者聖ドミニコの強調した「真理の探究」を通して、普遍的な価値観と

高い徳性を有する人間を育成する。 

4.本学は、保護者シエナの聖カタリナの精神と学識にならい、神の愛と人への奉仕に

生涯を捧げる人間を育成する。 

教育理念（キャンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き-）は次のとおりである。 

1.本学の教育理念の基礎はキリスト教的人間観である。その要点は次の点にある。 

（1）すべての人間は神の似姿として神の愛によって造られた。人間は神の前ではあら

ゆる意味で平等であり、同一の権利を有している。 

（2）人間は根本的に社会的な存在であり、共同体の中に生き、相互扶助によって社会

は成り立っている。自分のうちに神の似姿を発見することによって、人を愛するので

様式 5－基準Ⅰ 
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ある。 

（3）人間が他の生き物に卓越するのは、精神を有することにある。人間は自らの行為

の主人であり、知性と意志によって文化を創造する自由な存在者である。 

（4）この世に生きる人間は、目的地である神へと戻ってゆく旅人である。人間を神へ

の道に導くことがキリスト教的教育の最重要な使命である。 

��������	
����������������
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（1）「誠実」とは、社会成立の基礎として各個人が真実に従って生き、相互に信頼し

合うことである。 

（2）「高邁」とは、人間の尊厳を擁護するため、個人と社会を取り巻く諸困難に立ち

向かって、心身共にたくましく生きる精神を持つことである。 

（3）「奉仕」とは、民族、地域、社会、文化の差異を越えて、世界の平和と発展のた

めに、全ての人間に対して尽力することである。 

このようにキリスト教的人間観を根底とした建学の精神はカトリック系短期大学とし

ての本学の教育理念及び教育研究目的を明確に示されている。 

次に、本学の目的及び使命、教育研究目的は、聖カタリナ大学短期大学部学則第 1

条、第 2 条の 2 において以下のように定められている。本学は、教育基本法及び学校

教育法に従い、カトリック精神に基づく人格教育を基盤として、広く知識を授けると

ともに、深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な能力を育成し、人

類の福祉と文化の発展とに貢献することを目的とする。保育学科は、子どもの健全で

豊かな人格形成を援助できる人材の養成を目的とする教育研究を行い、併せてその成

果をもって高等教育機関として社会に貢献することを目的とする。保育学科の方針は、

保育者として社会に貢献できる人材育成にあり、その公共性は極めて重要である。 

本学では、建学の精神を内外に表明するために、様々な方法に取り組んでいる。ま

ず、本学刊行物などを用いた周知方法としては、「キャンパスライフ-学生生活の手引

き-」（キャンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き-）、「入学試験要項」（入学試験

要項 2020）、「学報カタリナ」（学報カタリナ 2020）の配布、及び本学ホームページの

提供が挙げられる。年度始めに新入生に配布する「キャンパスライフ-学生生活の手引

き-」には、本学の建学の精神が掲載されており、学則にはその第 1 条に本学の目的と

使命が定められている。また、本学への入学志願者に配布される「入学試験要項」に

も 2009（平成 21）年度の入試より建学の精神と教育理念を掲載し、それらへの理解を

促している。年 2 回発行される「学報カタリナ」や本学のホームページにおいては、

大学の理念・目的等について継続的な発信を行っている。また、新入生については、

入学式及びオリエンテーションにおいて、学長・理事長より建学の精神、教育理念・

目的等が伝えられている。また、学内行事の「学内クリスマス」では、本学の建学の

精神や教育理念に基づいて行われた学生の活動に対して学長表彰という形でそれを顕

彰している。在学生に対し、「キリスト教倫理学Ⅰ・Ⅱ」の授業において、大学の理念・

目的についての講義を行っている。新任の教職員に対しては、年度初めに FD研修にお

いて学長が大学の建学の精神や教育理念・目的について話をしている。そして、後援

会役員会・総会などにおいては保護者に対しても、学長・理事長より建学の精神や教
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育理念・目的等に基づいた挨拶が毎回行われている。さらに、高等学校の進路担当教

諭を対象とした大学内外で実施される大学説明会においても、上述した入学試験要項

や大学案内などの資料を基にそれらの説明が行われている。2017（平成 29）年 10 月に

は、聖カタリナ大学短期大学部創立 50 周年記念誌（聖カタリナ大学創立 50 周年、聖

カタリナ大学創立 30 周年、松山市駅キャンパス・看護学科開設記念誌 2017）を発行し、

本学の建学の精神や教育理念を改めて社会に表明した。 

建学の精神については、教授会において学長が適宜、教員に説明し、職員に関して

は理事長が新年初めの講話などで伝えている。学生に対しては、基礎教育科目や学校

行事において伝えることが出来ており、学内での共有が十分になされている。 

建学の精神は、本学のすべての教育研究活動をその根底から支え導く基本的な考え

方である。本学の理念・目標については、本学の組織改編などに合わせてその適切性

について本学全体で確認を行っている。 

 
［区分 基準Ⅰ-A-2 高等教育機関として地域・社会に貢献している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 地域・社会に向けた公開講座、生涯学習事業、正課授業の開放（リカレン

ト教育を含む）等を実施している。 
（2） 地域・社会の地方公共団体、企業（等）、教育機関及び文化団体等と協定を

締結するなど連携している。 
（3） 教職員及び学生がボランティア活動等を通じて地域・社会に貢献している。 

 

＜区分 基準Ⅰ-A-2 の現状＞ 

本学における地域・社会に向けて実施している公開講座としては、2000（平成 12）

年度から毎年 8 月に実施している「リカレントセミナー」があり、2019（令和元）年

度は第 20回目を迎えた。県内の幼稚園・保育所・認定こども園・施設等に勤務されて

いる方及び希望者を対象に、社会で活躍されている方々に職業上の新たな知識・技術

を習得して頂く機会となっている。毎年、午前 2 講座、午後 2 講座を実施し、自由に

選択することができるようにしている。2019（令和元）年度の受講者数は延べ 130 人

であった。2020（令和 2）年度は新型コロナ感染症拡大予防の観点より実施していない。

聖カタリナ大学が松山市社会福祉協議会との連携で行っている「まつやまシニアカレ

ッジ」では、毎年 10 講座を開講し、講師として保育学科教員も担当に加わっている。

2020（令和 2）年度は新型コロナ感染症拡大予防の観点より実施していない。 

+,-./012��+,34!56789!:;�<=�'(����!� >?@
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$��Q&��R)* 2019（令和元）ST� 2020（令和 2）ST�UVWX�!-.H

YZ[�\]^ S _ 月）、国立大学法人愛媛大学との連携（2020 年 11 月）との連携ができ

た。これまでの、松山市、愛媛 FC、公益財団法人松山市文化・スポーツ振興財団、伊

予市、大塚製薬、愛媛大学が加わり、活発な連携事業を展開しているところである。`

本学のボランティア活動においては、年々件数、参加人数ともに増加してきた。地

域に必要とされる短期大学として地域に貢献し、学生にとっても地域交流の中での学



6 
 

びができる貴重な機会となっている。2019（令和元）年度の参加件数は 67 件、参加人

数は延べ 410 人であった。2020（令和 2）年度の参加件数は延べ 26 件、参加人数は 87

人であった。派遣先は、幼稚園、保育所、小学校、施設等の行事、地域の親子対象の

イベント等多岐にわたり、教員及び学生が参加している。参加件数の減少は、新型コ

ロナ感染症拡大予防の観点より依頼自体が減少したためと考える。 

 
＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の課題＞ 

地域連携推進室を中心に多方面に渡って連携事業の展開を進めているが、教員及び

学生のボランティア活動を含め、今後も継続して活発に地域・社会に貢献することが

課題である。 
 
＜テーマ 基準Ⅰ-A 建学の精神の特記事項＞ 

建学の精神に関しては、前回の認証評価において高い評価を受けたように、学内の

物的環境や行事の実施、教育課程、学外広報などによって学内外に十分に認識されて

いる。「愛と真理」はすべての教育活動の基盤であり、大学内外に十分に共有されてい

る。 
 
［テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1. 聖カタリナ大学短期大学部学則 

2. 保育学科の教育方針について 2019・ 2020 

3. 保育学科の学習成果（キャンパスライフ 2019・2020） 

 

［区分 基準Ⅰ-B-1 教育目的・目標を確立している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 学科・専攻課程の教育目的・目標を建学の精神に基づき確立している。 
（2） 学科・専攻課程の教育目的・目標を学内外に表明している。 
（3） 学科・専攻課程の教育目的・目標に基づく人材養成が地域・社会の要請に

応えているか 
（4） �a>bc8d!� Q�>Qe�fR�Yg��#h��R)*[�ijk ` `

!#h�fR���lmn -A-6o  

 
＜区分 基準Ⅰ-B-1 の現状＞ 

本学の目的は、キリスト教的ヒューマニズムと「愛と真理」の建学の精神を根本理

念に置き、深く専門の学芸を教授研究し、職業または実際生活に必要な能力を育成し

て人類の福祉と文化の発展に貢献することである。保育学科の教育目的・目標は、本

学の建学の精神を基盤とし、子どもの健全で豊かな人格形成を援助できる人材の養成

をすることである。保育者養成の教育課程の専門性に沿って、子どもの福祉や教育に
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従事できる「愛と真理」の理念を身に付けた社会人の育成に努めている（聖カタリナ

大学短期大学部学則）。学科の教育目的・目標は、建学の精神に則り、短期大学士とし

て社会的・職業的に自立するために必要な能力を培うことにあり、有能かつ実践力あ

る幼稚園教諭、保育士として保育現場で活躍できる人材の育成にある。このように、

学科の教育目的・目標は 2 カ年の教育期間において学生が建学の精神に基づいて社会

に貢献できる社会性を身に付けること、教育課程に示す基礎教育科目と専門教育科目

の単位を段階的に修得すること、社会に関わるための保育の資格・免許を取得するこ

とを示している。 

学科の教育目的・目標については、学生に対して年度始めのオリエンテーション期

間中に、学科長講話の中で説明し、教員に対しては年度始めに学科長主導のもとに点

検され、更新されている「保育学科の教育方針について」（保育学科の教育方針につい

て 2019・2020）が専任・非常勤教員に配布される。前回の自己点検・評価活動の改善

点として、学習成果の検証による教育目的・目標自体の点検が挙げられ、2016（平成

28）年度卒業生より実施している。学外への周知は本学ホームページにて表明すると

ともに、高等学校教員に向けた大学説明会、オープンキャンパスなどの行事において

も表明している。毎年開催している県内幼稚園、保育所、認定こども園を対象にした

「実習懇談会」でも、学科長や実習担当教員が懇談の場で学科の教育目的・目標に触

れた説明を行っており、理解の共有ができるよう努力している。 
学科の教育目的・目標に基づき、地域・社会の要請に応える人材養成ができている

かについては、卒業時における免許・資格取得の割合や就職状況により点検をしてい

る。2020（令和 2）年度卒業生では幼稚園教諭 2種免許状取得者が 93.0％、保育士資

格取得者 95.8が％であり、保育専門職として就職した割合においても 97%と高い割合

となり保育者養成校としての使命を果たしていると言える。 

学科の教育目的・目標については、保育学科の教育方針を年度初めに学科会議で確

認する。 
 
［区分 基準Ⅰ-B-2 学習成果（Student Learning Outcomes）を定めている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 短期大学としての学習成果を建学の精神に基づき定めている。 
（2） 学科・専攻課程の学習成果を学科・専攻課程の教育目的・目標に基づき定め

ている。 
（3） 学習成果を学内外に表明している。 
（4） 学習成果を学校教育法の短期大学の規定に照らして、定期的に点検してい

る。 
 

＜区分 基準Ⅰ-B-2 の現状＞ 

本学では、「愛と真理」の建学の精神に基づき、人類の福祉と文化の発展に貢献する

ため、将来の社会を形成する子どもの福祉と教育に従事する人格教育に重点を置いて

いる。そのため、保育学科の学習成果の第一として「キリスト教的ヒューマニズムと

建学の精神「愛と真理」に基づき、地域と社会に貢献する意欲・態度を身につけてい
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る」ことと定めた。 

保育学科の目的・目標は、将来の社会を形成する子どもたちが健全で豊かな人格と

なるよう援助ができる人材の養成である。そのため、保育学科の学習成果の第二とし

て「語学、スポーツ、法律、保健などについての知識と技能を習得し、それらを社会

生活に役立てる態度を身につけている」こと、学習成果の第三として、「教育や福祉、

子どもの学習行動、保育内容などについて専門的知識を習得し、保育現場で子どもの

表現活動を育てる表現技術を身につけている」ことと定めた。さらに、第四として、「子

どもの発達過程に応じた計画・実践・評価ができる指導力と共に、子どもの発達及び

保護者相談に対応できる能力を備えている」こと、最後に、学習成果の第五として、「意

欲的に学習し、社会に関わるための免許・資格を取得する」ことと定めた（キャンパ

スライフ 2019・2020）。 

学習成果の学内外への表明については、就職関係のパンフレットや大学案内に、卒

業生の就職率や保育専門職への就職状況を記載している。また、これらの数値の内い

くつかはホームページ上で公開されている。年度末には大学の 1 年間の活動報告や学

生のクラブ活動の成果も後援会にて理事に報告され、その後、保護者全員には学報カ

タリナやカタリナひろばにて報告している。 

学習成果は、学校教育法の教育目標を踏まえた本学の教育目的・目標に照らして策

定した。学習成果の定期的な点検については、年度末に卒業生学習成果のデータを検

討し学習成果の検証を行っている。2014（平成 26）年 12月に明文化した学習成果の内

容を検討し 2018（平成 30）年度に見直した。 

 

［区分 基準Ⅰ-B-3 卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学

者受入れの方針（三つの方針）を一体的に策定し、公表している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 三つの方針を関連付けて一体的に定めている。 
（2） 三つの方針を組織的議論を重ねて策定している。 
（3） 三つの方針を踏まえた教育活動を行っている。 
（4） 三つの方針を学内外に表明している。 

 
＜区分 基準Ⅰ-B-3 の現状＞ 

本学は、教育の目的及び使命（学則第 1 章第 1 条）を達成するために、まずディプ

ロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）を定め、これに基づきカリキュ

ラム・ポリシー（教育課程の編成方針・実施方針）とアドミッション・ポリシー（入

学者受け入れ方針）を明確に定めた。卒業認定・学位授与の方針は、子どもの健全で

豊かな人格の形成を援助できる人材の養成と、子どもの保育に必要な専門性の修得と

いう目的に照らして作成されている。教育課程編成・実施の方針は、卒業・学位授与

に関する方針に基づき学生が効果的に学業を修めるように定めている。入学者受け入

れの方針は、本学の建学の精神を理解し、本学の教育を受けるにふさわしい能力・適

性等を有することとしている。 

三つのポリシーを策定する際は、大学評価委員と学科の教員から成る作業チームが
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学科会議に原案を提出し、十分に審議したものを教務委員会や入試・募集委員会など

の関係委員会を経て教授会にて最終審議を行い決定した。 

本学は三つの方針に基づき、学習成果を軸とした教育活動を実践している。大学全

体の教育活動は、学期ごとの履修指導や学校行事、就職ガイダンスなど学生への学習

支援を実施している。学科では、年度初めには１年間の教育活動計画を立案し確認し

ている。学科では、教育課程に基づく適切な授業実施を基本に、大学全体の学校行事、

各種学外実習、学科独自の行事としてのカタリナキャンプや実習合同報告会、保健講

話、そして学外ボランティア活動など見通しをもって教育活動を行っている。 

三つの方針の学内外への表明については、本学ホームページにて表明するとともに、

入学者受け入れ方針については、毎年度の入学試験要項に記載し、入学希望者に対し

周知を図っている。高等学校の進路指導担当教員には、大学説明会や高等学校訪問の

際に説明している。また、学位授与に関する方針、教育課程の編成方針・実施方針に

ついては、毎年度の「キャンパスライフ-学生生活の手引き-」に建学の精神、教育理

念と共に記載し周知している。 

 
＜テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果の課題＞ 

卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの方針（三

つの方針）を 2014（平成 26）年に一体的に策定した。これらの点検に関しては 2019

（令和元）年度から 2020（令和 2）年度の卒業生に係る学習成果の検証を通じて包括

的に点検し、適切に改善する予定である。 

 
＜テーマ 基準Ⅰ-B 教育の効果の特記事項＞ 

本学は三つの方針に基づき、学習成果を軸とした教育活動を実践している。大学全

体の教育活動は、建学の精神に基づく学習支援や生活支援、就職支援の多岐にわたっ

ている。学科では、教育課程に基づく適切な授業実施以外に、大学全体の学校行事、

各種学外実習、学科独自の行事であるカタリナキャンプや実習合同報告会、保健講話、

そして学外ボランテｲア活動など見通しをもって教育活動を行っている。このような大

学の組織体制が学科の教育活動を支え、学科独自の教育活動が学生の学習成果の達成

を可能にしている。 

 
［テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1. 聖カタリナ大学短期大学部大学評価委員会規程 

備付資料 

1. 平成 30 年度自己点検・評価報告書 

2. 令和 2 年度第 1・2 回第三者評価委員会資料・議事録 

3. 令和 2 年度第 1・2 回第三者評価委員会資料 

4. 該当資料なし 
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［区分 基準Ⅰ-C-1 自己点検・評価活動等の実施体制を確立し、内部質保証に取り

組んでいる。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 

（1） 自己点検・評価のための規程及び組織を整備している。 
（2） 日常的に自己点検・評価を行っている。 
（3） 定期的に自己点検・評価報告書等を公表している。 
（4） 自己点検・評価活動に全教職員が関与している。 
（5） 自己点検・評価活動に高等学校等の関係者の意見聴取を取り入れている。 
（6） 自己点検・評価の結果を改革・改善に活用している。 

 

＜区分 基準Ⅰ-C-1 の現状＞ 

本学の自己点検・評価に関する規程（聖カタリナ大学短期大学部大学評価委員会規

程）においてその目的や任務などを定めている。大学評価委員会は、学長を委員長と

して学生部長、学科から 2 名の教員、事務局長から構成され、総務課が事務処理を担

当している。大学評価委員会は、各種委員会や学科、事務局、附属図書館などの関係

部署と連携することによって、大学全体の点検・評価活動となるように務めている。 

大学評価委員会は、教授会において自己点検の実施計画や結果の報告を行い、継続

的な活動であることを周知徹底している。各種委員会や学科、図書館、各事務課員へ

の具体的な実施方法の周知は、総務課の事務担当と ALO 及び大学評価委員が連携しな

がら徹底している。日常的な自己点検はこれらの部署ごとの定例的な会議において実

施されている。 

自己点検・評価報告書に関しては、これまでも随時、公表してきた。前回は 2018（平

成 30）年度に「自己点検・評価報告書」（平成 30 年度自己点検・評価報告者）を作成

し、公表した。今回は、2019（令和元）年度から 2020（令和 2）年度の 2 カ年の自己

点検・評価活動の成果を公表する予定である。 

全教職員は大学の各種委員会や事務局による SD委員会に属し、自己点検・評価活動

を行っている。 

本学は、併設する 4年制大学が実施している外部評価活動に 2016（平成 28）年度よ

り参加し、聖カタリナ大学・本学短期大学部に設置している第三者評価委員会におい

て外部の団体や高等学校、福祉関係者より様々な意見を聞くことができる。（令和元年

度お及び令和 2 年度第 1・2回第三者評価委員会資料・議事録） 

2015（平成 27）年度に受審した第三者評価（現在は、認証評価）の後、各部署は次

年度の行動計画を作成し、その後も年度初めに前年度の反省と評価を行い、改善点を

踏まえ、新年度の行動計画書を大学評価委員会へ提出してきた。2019（令和元）年度

より「学科年間計画」（各種委員会等）を作成し、各年度の実施状況や計画の結果を報

告すする仕組みに移行した。前回の認証評価によって授業評価の結果を教員にフィー

ドバックする仕組みを検討するこが唯一の改善点であった。この点は、FD 委員会にお

いて学期ごとの学生による授業改善アンケート結果を受け、各教員が改善点について

報告すること（授業改善計画書の提出）にした。また、評価が低い教員にはより詳し
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い報告を求めることとした。 

 

 

［区分 基準Ⅰ-C-2 教育の質を保証している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 学習成果を焦点とする査定（アセスメント）の手法を有している。 
（2） 査定の手法を定期的に点検している。 
（3） 教育の向上・充実のための PDCA サイクルを活用している。 
（4） 学校教育法、短期大学設置基準等の関係法令の変更などを確認し、法令を

遵守している。 
 

＜区分 基準Ⅰ-C-2 の現状＞ 

本学では、学校教育法第 104 条の 3 に記載されている「短期大学を卒業した者に対

し短期大学士の学位を授与するものとする。」に従って学位にふさわしい人材育成を目

指している。また、短期大学設置基準で記されている「学生の卒業後自らの資質向上

と社会的及び職業的自立を図るための適切な体制（第 35 条の 2）」を整えること、さら

に「より多様な授業期間の設定を可能にすること（第 9 条）」といった授業への幅広い

視点が提示されていることに鑑み、質の向上に繋がる教育効果を上げるよう努めてい

る。関係法令改正に対する変更などは、総務課と教務課が適宜確認し、法令遵守に務

めている。 
前回の自己点検において、教育の質を保証するために機関レベル、教育課程レベル、

科目レベルに適切な学習成果の査定方法を組織的に共有することに努めるとし、学習

成果の量的・質的データ収集へ向けた現行の査定方法の改善と新たな査定方法の開発

に努力してきた。学習成果を焦点とする査定の手法については、5 つの学習成果の査定

に対応するため、毎年の成績評価状況、授業改善アンケート、学生生活満足度調査、

行事参加状況、卒業者数、免許・資格取得者の割合、就職率・専門職就業率など、定

期的に、量的・質的な査定ができている。2017（平成 29）年度より GPA 制度を導入し、

GPA 分布図を年度ごとに作成し、1・2 年生の学習成果の把握に活用し、学生指導を行

っている。特に、学科では、幼稚園や保育所、認定こども園等の専門職への就職率が

高いことは学習成果の達成に関する証明と認識している。このことは、教員の教育意

欲を高め、在学生の学習意欲をも高めている。 

教育の向上・充実のための PDCA サイクルの活用においては、まずは科目毎に担当教

員によって実施することを第一に考え、各教員は効果的な改善に向けて努力している。

複数担当者による科目の場合でも担当者全員で協議し、PDCA サイクルを意識しながら

授業を実施している。 

本学は、学校教育法、短期大学設置基準等の関係法令の変更などを確認し、法令を

遵守している。 

 
＜テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証の課題＞ 

本学は、前回の認証評価によって教育の質を向上させるため各種委員会や各部署に
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行動計画書の提出を求め、組織的な改善に努めてきた。�\]^[pqroST より、併設

する 4 年制大学と同様に、[学科年間計画]の提出に変更し、学科や各種委員会の計画・

現状・改善の PDCA サイクルを実施することによって内部質保証の向上に取り組んでい

る。この取り組みは学校法人により中長期計画の取り組みと連携し保育学科の将来計

画の作成に活用されている。 

学習成果を焦点とする査定の手法については、5つの学習成果の査定に対応するため、

毎年の成績評価状況、授業改善アンケート、学生生活満足度調査、行事参加状況、卒

業者数、免許・資格取得者の割合、就職率・専門職就業率など定期的に、量的・質的

に査定ができている。一般財団法人 大学・短期大学基準協会の評価基準（平成 29 年 6

月改正版）では新たに GPA 分布状況などの査定方法が指摘されている。この点は 2017

（平成 29）年度より実施できた。今後は、4 年制大学と連携し学修ポートフォリオの

導入や評価の方針の作成に努力する。 

 

＜テーマ 基準Ⅰ-C 内部質保証の特記事項＞ 

特になし 
 
＜基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果の改善状況・改善計画＞ 

 
（a） 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した改善

計画の実行状況 

第一に、学習成果にかかる stuv wxyz�{|��}!�~>h•>€•��‚P)
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第三に、2015（平成 27）年度以降、大学評価委員会は学科や各種委員会、事務局等
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の自己点検活動が日常的に円滑かつ効率よく実施されているかどうかを具体的に把握

するための手法を定めることに関して状況は以下のとおりである。学科や各種委員会、

事部局等は前回の認証評価を受けた 2016（平成 27）年度中に次年度の行動計画を作成

した。その後も、毎年度初めに前年度の行動計画の評価を行い、改善点を踏まえ、次

年度の「行動計画書」を大学評価委員会へ提出する作業によって継続的、効率的な評

価活動に取り組んできた。2019（令和元）年度より、4 年制大学と連携して「学科年間

計画」を策定し教育の質保証の向上のため計画・実践・検証・改善に取り組んでいる。 

 
（b） 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの方針を 2014

（平成 26）年に一体的に策定した。これらの点検に関しては、2021（令和 3）年度に

一体的に点検し、適切に改善する予定である。 

本学は、前回の認証評価によって教育の質を向上させるため各種委員会や各部署に

行動計画書の提出を求めてきたが、2019（令和元）年度より「学科年間計画」の提出

に移行した。今後は「学科年間計画」の実施状況に基づき、PDCA サイクルの運用に努

める。 

学習成果を焦点とする査定の手法については、4年制大学と連携して評価の方針（ア

セスメントポリシー）とともに学修ポートフォリオの導入を検討する。 
最後に、内部質保証ルーブリック（令和 2 年 6 月改定版評価マニュアル）による本

学の現状把握と課題について明らかにしていく。 
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【基準Ⅱ 教育課程と学生支援】 
�

［テーマ 基準Ⅱ-A 教育課程］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1. 聖カタリナ大学短期大学部学則 

2. キャンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き- 

3. 入学試験要項 2020＜令和 2 年度＞、入学者選抜要項 2021＜令和 3 年度＞ 

4. ユニバーサルパスポートについて（学生用） 

ユニバーサルパスポートマニュアル（教員用） 

備付資料 

1. 保育学科令和元年～令和 2 年度卒業生科目別平均点、単位習得率 

2. 令和元年～令和 2 年度卒業生に係る学習成果の検証用データ 

3. 該当資料なし 

4. 該当資料なし 

 

［区分 基準Ⅱ-A-1 短期大学士の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）を明確に示している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 学科・専攻課程の卒業認定・学位授与の方針は、それぞれの学習成果に対

応している。 
 ① 学科・専攻課程の卒業認定・学位授与の方針は、卒業の要件、成績評価

の基準、資格取得の要件を明確に示している。 
（2） 学科・専攻課程の卒業認定・学位授与の方針を定めている。 
（3） 学科・専攻課程の卒業認定・学位授与の方針は、社会的・国際的に通用性

がある。 
（4） 学科・専攻課程の卒業認定・学位授与の方針を定期的に点検している。 

 

＜区分 基準Ⅱ-A-1 の現状＞ 

短期大学士の卒業認定・学位授与の方針は、学則及びディプロマ・ポリシー（卒業

認定・学位授与に関する方針）に示している。（聖カタリナ大学短期大学部学則、キャ

ンパスライフ 2019・2020-学生生活の手引き-）学則第 45 条において卒業の要件を、学

則第 44 条において成績評価の基準を、学則第 46 条において学科での免許・資格取得

をそれぞれ明記している。保育学科は、子どもの健全で豊かな人格の形成を援助でき

る人材の養成を目的とし、幼稚園教諭二種免許や保育士資格の取得ができることを示

している。 

ディプロマ・ポリシーは以下のとおりである。 

1. キリスト教的ヒューマニズムと建学の精神「愛と真理」に基づき、誠実・

高邁・奉仕の態度を身につけている。 

様式 6－基準Ⅱ 
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2. 子どもの発達や保育の内容など、保育者に必要な専門的知識を習得して

いる。 

3. 音楽や体育、図画工作など、保育者に必要な表現技術を身につけている。 

4. 子どもや保護者の状況を的確に判断し、問題解決に向けた最善の支援策

を考え出すことができる。 

5. 積極的に社会と関わり、自ら学ぶ意欲を有する。  

まず、学習成果（キャンパスライフ 2019・2020）の 1 と 2 はディプロマ・ポリシー1

に、学習成果 3 はディプロマ・ポリシー2 と 3 に、学習成果 4 はディプロマ・ポリシー

4 に、そして学習成果 5はディプロマ・ポリシー5 に対応している。また、本学は保育

者養成大学として卒業要件のほとんどが社会と関わるための免許・資格関係科目とし

ており、基礎教育科目は主として宗教関係科目と教職科目から成り立っている。この

ように建学の精神に基づく人間性と子どもの保育に必要な専門性を身につけたと評価

された学生が卒業認定・学位授与に値することをディプロマ・ポリシーに明記してい

る。 

本学の目的は、卒業後、学生が自らの資質を向上させ社会的及び職業的自立を図る

ために必要な能力を培うことにあり、これらの能力は幼稚園教諭や保育士資格を取得

することによって社会の中で活かすことができる。また、積極的に社会と関わり、自

ら学ぶ意欲を有することをディプロマ・ポリシーに定めている。 

前回の認証評価後、定期的な自己点検のために、これまでに 2016（平成 28）年度、

2017（平成 29）年度、2018（平成 30）年度、2019（令和元）年度卒業生の学習成果の

データを集計した。教育課程や学習成果等の点検は随時、実施している。卒業認定・

学位授与に関する方針の検証は、2020（令和 2）年度卒業生の結果を含めて 5カ年の学

習成果の検証を踏まえて包括的に実施したい。 

 

［区分 基準Ⅱ-A-2 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を明確

に示している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 学科・専攻課程の教育課程は、卒業認定・学位授与の方針に対応している。 
（2） 学科・専攻課程の教育課程を、短期大学設置基準にのっとり体系的に編成

している。 
 ①  学科・専攻課程の学習成果に対応した、授業科目を編成している。 
 ② 単位の実質化を図り、年間又は学期において履修できる単位数の上限を

定める努力をしている。 
 ③ 成績評価は学習成果の獲得を短期大学設置基準等にのっとり判定して

いる。 
 ④ シラバスに必要な項目（学習成果、授業内容、準備学習の内容、授業時

間数、成績評価の方法・基準、教科書・参考書等）を明示している。 
 ⑤ 通信による教育を行う学科・専攻課程の場合には印刷教材等による授業

（添削等による指導を含む）、放送授業（添削等による指導を含む）、
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面接授業又はメディアを利用して行う授業の実施を適切に行っている。 
（3） 学科・専攻課程の教員を、経歴・業績を基に、短期大学設置基準の教員の

資格にのっとり適切に配置している。 
（4） 学科・専攻課程の教育課程の見直しを定期的に行っている。 

 

＜区分 基準Ⅱ-A-2 の現状＞ 

教育課程は、建学の精神「愛と真理」、キリスト教的人間観に基づく教育理念、及び

学訓「誠実・高邁・奉仕」の教育指標のもと、ディプロマ・ポリシーに対応したカリ

キュラム・ポリシー（キャンパスライフ 2019・2020）によって編成している。 

カリキュラム・ポリシーは次のように定めている。 

保育学科は、本学の建学の精神「愛と真理」を学び、地域や保育現場で子どもの教育

や福祉に貢献できる質の高い人材の育成を目指している。そのために、本学独自の宗

教関係の科目と、幼稚園教諭二種免許の取得のための科目群を基本とした教育課程を

編成している。加えて、保育士資格が取得できるようにしている。 

1．基礎教育科目では、社会人としての知識や技能を育てるための科目を編成・実施し

ている。 

2．専門教育科目では、保育者としての知識や技能、判断力を育てるための科目を編成・

実施している。 

3．実習関係科目が他の科目と効果的な学習となるように、全科目の開講時期を検討し

ながら編成・実施している。 

4．1 年次には、教育・福祉の基礎に関する考え方や基礎的な表現技術を習得し、各種

の実習に臨めるように編成・実施している。2 年次には実習経験を踏まえ、より実践的

な能力の育ちを目指した科目を編成・実施している。 

教育課程は、短期大学設置基準を遵守し、教育職員免許法による科目群及び保育士

養成指定科目群を 2 年間の各学期に適正かつ体系的に配列し、個々人が最大限にその

能力を開発し、保育者としての資質と能力を向上させ、保育現場で貢献できるように

編成されている。教育課程は、学生の学習成果を踏まえて宗教関係科目と教職教養科

目、選択科目から成る科目群と専門教育の科目群（教育に関する科目、教科や表現技

術に関する科目、保育内容・方法に関する科目、保育の対象理解に関する科目、福祉

に関する科目、実習に関する科目）より構成されている。宗教及び教職教養科目は幅

広い教養を習得するために 2 年間で履修できるよう編成している。また、専門科目は

基礎から応用へと積み重ね、実習科目との関連を考慮して適切に編成している。 

本学は短期大学設置基準の卒業単位数の修得を踏まえ、2 カ年の教育期間を通じて学

生が卒業並びに免許・資格に必要な単位数を修得できるように努めている。1 カ年の履

修登録の上限を 50単位とし、学生の負担にならないようにしている。 

成績評価は、短期大学設置基準に定められた時間数を踏まえ、客観的な評価基準に

よって判定している。学期ごとに成績評価を学生に開示し、学習成果を把握できるよ

うにしている。2017（平成 29）年度より GPA 制度を導入し、個々の学生の成績通知書

に記載している。 

履修の手引きは、学生に配布する冊子（キャンパスライフ 2019・2020）に掲載して
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いる。各授業のシラバスは 2019（令和元）年度より導入したユニバーサルパスポート

に掲載している。履修ガイドの記載内容は、学科の学習成果、成績評価の基準、GPA

など全体に共通する項目であり、ユニバーサルパスポート内のシラバスには、科目毎

に授業形態、単位数、授業の概要、ディプロマ・ポリシーとの関連、到達目標、事前・

事後学修（時間）、成績評価の方法・基準、課題等へのフィードバック、教科書・参考

図書、アクティブラーニング要素、ICT活用、担当教員の実務経験と授業との関連が明

示されており、授業計画には毎回の授業内容が詳しく記されている。 

専任教員は、2020（令和 2）年度の場合、教授 4名、准教授 2名、講師 3 名、助教 2

名の計 11名である。各教員はその資格・業績を活かした科目を担当しており、教員の

専門性が教育課程の科目へ反映されている。教員配置は、資格取得に係る国の定める

法令を順守し、厳格かつ適正に運用している。 

学科の教育課程の見直しは、随時、実施している。2019（令和元）年度の入学生に

係る教職課程と保育士養成課程の見直しが必要となり、本学は 2017（平成 29）年度よ

り教育課程並びに授業内容の検討を行い、適切な教育課程の見直しと編成を実施した。 

なお、2019（令和元）年度末から 2020（令和 2）年度、そして 2021（令和 3）年度

の現在においても、新型コロナウイルス感染症蔓延のため、防止対策を講じながら大

学運営を行っている。愛媛県の緊急事態宣言発令のため 2020（令和 2）年 5 月末まで
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JW @lDt�= ヒューマ\ ズムS�����opSq r�+3QXÈë やb

� 貢献UQ�¥ �  � 度#å�è け()�*?

HW � �XD ポーツX- � X• 健‰ど�è)(�Ã“S 技能# 習得'Xf¢”#

bMN� 役1(� � 度#å�è け()�*?

•W �� や福祉X 子どe�� 習À 動X•�8s‰ ど�è)( 専門=Ã“# 習得 'X

•� 現場U 子どe�: 現N 動#�(�: 現技術#å�è け()�*?

ŽW 子どe�¸ �� 程� 応じ� �� Ò 践��»UQ� � ÌóS5�X 子どe�

¸ � ./••h² � �ñ 応UQ� 能ó# � î()�*?

5W ¥ � =�� 習'Xb� 関わ���� 免許 資格#Ý 得~�*?

º�� 習• 果�Ò 現����X�M��•�hS‰�ºS•� ã ¥ や¥ � X¼hS�

][ ュ\ h ー‘ ョB 能óX 子どe や¼h� â 福# 願¶ やù')ä や�¤æ ï â�ä‰

ど» k �”¢�*,�� 入�h 受入方針�f�ºS# 受験M��ãT や~Ê&'�e

�UVTX� 習• 果�ñ 応'()�*?

,�� 入�h 受入方針� アZ[õ‘ ョB ポl‘ ー��X 受験M� 配布'()�o 入

�h 選ê œ項r�tõ � ページ�$%� 記載 '()�*æ�X,�� ホームページ�

e4 開 'X�� 説$b や‹2 DE � 機b��X} 路� Ì 担�� 諭�ñ'( 説$'()

�*,�� 入試�;)(�X‹2 �ð �� 習�• 果UV�iS 関わ�óXÂ°=�Ý

T 組むóX�/ 続け�¥ � やâ 上ä‰ ど#��'()�ºS#&'()�*?

,�� 令x H 年度Ò施� 令x • 年度入��� 入�h 選ê 方-�R�S;TUV�*?

A �  Z\ 選ê ?

Z\ 選ê � HIJ 6�w• H 8� 年度入試ã”R�&~ • 段階UÒ 施 '()�*æ ずX受験

M�å ñ ‰テーマ#&'( ¶r ー� �d�	Ç * 議U 受験M� —極6 や¥ � #%>'X

加î( HIJ 7�w• HK� 年度ã”� ¶r ー�* 議�8s#æS�( ð :h»¸:~� �

•#c け()�*R�’Btl ー ‘ ーt� 記述#±ä� 受験MS,� 科面¦ � 員»	

Ç� 面� #'X,i�� 習¥ � や€=¥“‰ ど� y �ã” 総Ø���d ( 選ê ~�*

ù”� 出願許J # 得� 受験M�X 課題� 応じ� レポーt# 新�� 提出 'Xf�8s�

沿 �Ôi 面¦ �d�Ø ò• <#~� 総Ø=‰ 選ê 方-S‰ ()�* ¶r ー�* 議

� テーマ� 毎年¹ + 'X 受験M�S ( 話 ' や~)8s# 選択~�ºSUN¸‰¥¹

交ó � 場S‰ (;TX,�� k ���M ô #%>' や~) 場S‰ ()�*?

á �  �2 推ë 型選ê ?

i½X� 業D ポーツõ 技面� 適6#±ä�X 出å�2 長� ö 任V� 推ë �d (

選ê '(;TX,�•� 専願S‰ ()�* � <2 推ë 選ê � 8 団面¦ S ÷ ,� ød

` ã せ#À)Xf� 結果S„ mM #Ø わせ(Ø ò• <#'()�* 専願推ë 選ê U�

+› 国� ó� ù 記試験#Ò 施 'XÔi 面¦ � 結果S„ mM SØ わせ(Ø ò• <#À 

()�*æ�XD ポーツ推ë 選ê U� � レú B テー‘ ョB�	
 アû ーr �# 含むÔ

i 面¦ ./„ mM XD ポーツõ 技Ò ~ �dT 総Ø=�Ø ò• <#'()�*?

ü �  © ˆ 推ë 選ê ?

出å�2 長� ö 任V� 推ë �d ( 出願UQX¼����§� 併願J 能UV�º

Sã”X 受験h��2 選択�	Ç 度#%•'()�*i½ や適6# d �Ôi 面� ./

„ mM �¼X+› 国� ó� 結果�d ( 総Ø=�Ø ò• <#'()�*?
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ý �  © ˆ 選ê � Z L 程 Ë L 程 C L 程�?

f¢æU�� 習• 果�±U L , � : 現ó# d � 国� 総Ø� 得� 結果./Ôi 面¦ X

„ mM �d ( 総Ø=�Ø ò• <#'()�*HIJ 8�w• •I� 年度入試ã”X 試験科

€# 国� �©,Æ'(Ò 施'()�*æ� HIJK� 令x 元� 年度入試ã” C L 程# 加î

()�* „ �� 業•�¥ � #Î y '()�*?

þ �  �� 入�5z テDt« 用選ê �£� 後��?

Ä 願h» 受験'()� 科€�¶·X‹ 得� J 科€�• ~ ./„ mM UØ ò• <#'

()�*Ô é �ó 試験�Ò 施 '‰)* „ �� 業•�¥ � #Î y '()�*?

６�  bi „é 選ê ?

• HJ歳þ 上XbiS'(� 9 験#7'X�� 受験資格#7~�hUX Ⅰ Ⅱ��

H回試験L 程#c け()�*i½ や適6# d � � レú B テー‘ ョB�	
 アû ーr �#

含むÔi 面¦ ./Ä 願 Ç M �d ( 総Ø=�Ø ò• <#'()�*b= 9 験# '

æî�� 習¥ � #Î y '()�*?

７�  9 国i 留�M „é 選ê ?

9 国i 留�M „é 選ê � � <2 推ë U�o 静_a 子‹ 級±�r# � <2S'(;TX

���2 長� 推ë �d ( 選ê 'X,�•� 専願S‰�*� 習¥ � やi½# d �Ôi

面¦ ./ 提出M y�d ( 総Ø=�Ø ò• <#'()�* � <2 推ë þ9� 入試U�X

o L , 留� 試験 HII �þ 上rV�)�o L , � 能ó 試験ＮH þ上Ø格r# 出願資格S'

(;TXÔi 面¦ ./ 0 ÅX 提出M ySØ わせ( 総Ø=�Ø ò• <#'()�*?

‰;XHIJ 8�w• •I� 年度ã”© ˆ 入試� Z L 程�# 松山市駅@ABCDUÒ 施'X

受験M�« 便6#‹�()�*?

入�h 選ê � 方-� 入�h 受入方針�ñ 応 '(;TX „ � 受験M�;df K � # 占

�� Z\ 選ê ./ 推ë 選ê �;)(�X 面¦ や¶r ー�) ィDjõ‘ ョB#z じ( 入�

M� 資w #' ãTS ‚ƒ '()�*?

æ�X‹� ¦ 続���ã”X 多様‰選ê 方-# 用¥'(Ó‹2��/� 応じ( 選択

UQ�d¶ 配 '(;TX 且èf¢ • ¢� 選ê 方- = S�4 正ãè 適正‰選考+ s #

c<'()�*?

入� 金や授業料§� 入�� 必œ‰9ì �X�� 案8 や入�h 選ê œ項�$ 記 '()

�*æ�X�n 奨�MXD ポーツ„ 待M‰ど� 奨� 金I 度�è)(eX�� 案8 や入

�h 選ê œ項X ホームページ‰ど� 記載~�SSe�X�� 説$b や‹28 ? F @B

D‰ ど� 機b#z じ( 受験Mや••hX‹2� 先M‰ど� # Ã'()�*?

入� 事務Q � アZ[õ‘ ョB オGィD�S'( 入試課� 専任事務職員 Ž P X 非常

勤職員AP # 配g'X�M 78 や入�h 選ê � 関~� 業務# 専門�À ()�* 受験

や奨� 金申請‰ど� E )Ø わせ� 入試課や�M 支援課» 適切�ñ 応 '()�*?

æ�X 新入Mð 員�ñ'( アB h ーt#Ò 施 'X 入�h� 動â#%>~�SSe�X

FBk ーÍ õt#z'� 広報N 動�e æ ó'()�*ù”�XHIJK� 令x 元� 年度入

試ã”FBk ーÍ õt 出願•�ð 面切T 替î#Ò 施 '()�*?

入�h 受入方針�è)(��� 説$b や‹§�2 DE� � 入�h�¥¹# N Ý'(

)�»X<�=‰���'()‰)*?

?
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OPQ� RSß -A-6� ()'�ýþ�8� 専攻r‹��|}~èåYº あ]_̂�

��������	
����������  
� 1� � 習• 果� Y °6»V�*  
� 2� � 習• 果�©<�•8U ž 得J 能UV�*  
� 3� � 習• 果� Ç < J 能UV�*  

?

�PQ� RSß -A-6 �`a��

,�•�� 科U�opSq r�������+3QXiy� 福祉SÅÆ�¸ï

� 貢献~���X � 来�b# 形•~� 子どe� 福祉S���Õ 事~�i 格���Î

�#gQXo@lDt�= ヒューマ\ ズムS�����opSq r�+3QXÈëS

b� 貢献UQ�¥ �  � 度#å�è け()�r�ü J �� 習• 果�ºS#<��*R

�X•�� 科�€=€ 標�X � 来�b# 形•~� 子どe�·» 健ðU 豊ã‰i 格

S‰�d¶ 援µ»UQ�i 材��•UV�*'�» (X� 習• 果S'(Xo � �XD

ポーツX- � X• 健‰ど�è)(�Ã“S 技能# 習得 'Xf¢”#bMN� 役1(

� � 度#å�è け()�r�ü H �� 習• 果�ºSXo�� や福祉X子どe�� 習À 動X

•�8s‰ ど�è)( 専門=Ã“# 習得 'X•� 現場U 子どe�: 現N 動#�(�:

現技術#å�è け()�r�ü • �� 習• 果�ºS#<��*ù”�Xo 子どe�¸ �

� 程� 応じ� �� Ò 践��»UQ� � ÌóS5�X 子どe�¸ � ./••h² �

�ñ 応UQ� 能ó# � î()�r�ü Ž �� 習• 果�ºS#<��*Í 後�Xo¥ � =

�� 習 'Xb� 関わ���� 免許 資格#Ý 得~�r�ü 5 �� 習• 果�ºS#<�

�*�M�b� 関わ���� 免許 資格#Ý 得~� Y °=‰€ 標#ç (� 業�Ý

T 組む*H j 年��•#z じ(�� = S� ど�d¶‰ 科€# 受講~�ã#jl@ ュE ム

マõ � �d (¹z'X� 業�Õ 事UQ�*?

� 習• 果� ž 得�XH j 年����•�;)( ž 得J 能UV�*�Sî & XHIJK� 令

x 元� 年度� 業M� 幼稚n� 諭免許Ý 得h� KHW 5K� X•� 士資格Ý 得h� KŽW•  UV

 �*æ�XHIHI� 令x H� 年度� 業M�;)( 幼稚n� 諭免許Ý 得h� K•WI � X•�

士資格Ý 得h� K 5W8� UV �*º�d¶� 免許 資格�Ý 得
� � 良好UVTX� 習

• 果��M�S ( � • J 能‰e�UV�*?

� 習• 果� m < 方-�X 機関�� 課程 科€ レベr= S� m < 方-#+,� 5 è

� 習• 果= S� K  '‰»” Ç < J 能�'()�*?

?

OPQ� RSß -A-7� �|}~� 獲Ûa½X 量‚ �´‚Þp$XÓ\[ 測Gø] 仕¸

みX もê[\]_̂�

��������	
����������  
� 1� GPA � 布X 単位Ý 得! X� 位Ý 得! X 資格試験や国家試験�Ø 格! X�M

� 業~ � 8— � ポーtG ‹ l オ�X r ー$ lõö� 布‰ど#N 用 '()�*  
� 2� �M„ mや�M�d�	
��X¨ 窓M 雇用h•�„ m XFBk ーB‘

õ � や留�‰ ど•� 参加! X�� 編入� ! X¯ 籍! X � 業! X 	 職! ‰ど

#N 用 '()�*  
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� 3� � 習• 果# | = w = ) ーk�+3Q��'X4:'()�*  
 
�PQ� RSß -A-7 �`a��

� 習• 果# Ç <~�— 組d � 関 '(�Xþ 下�d¶‰ m < 方-# 用)X ^� X 結果

# 8� 'X� 証 改{�N 用~�SSe�XÓ 年度� � 業M� 関~�� 習• 果� 8�

� 令x 元年度～令x H 年度� 業M���� 習• 果�� 証用) ーk�#À ()�*æ

ずX 科€ レベr U� 毎��X�M�d� 授業改{ アB h ーt#Ò 施 'X 科€ = S� 8

� '()�* FD 3 員b� 常勤� 員� 毎回X 結果�+3Ê 改{ ( � 提出# k �()�*

„ �X��» i )� 員�ñ'(� j ') 改{ ( # k �()�*æ�X 非常勤�e 結果

#Ã” せX 気�‰��� 伝îX 改{# k �()�*,�U�XHIJ 7�w• HK� 年度入

�MdT •pZ �d�Ô é • ~ � m < 方-#Ì 入'X •pZ � 布C # 0 •'XÔ é �� 習•

果や� 科�� 布
� # ‚ƒ '()�*æ�Xf¢”�X� 科ð°U57'XöED 担

任�d��M�Ô é� Ì�N 用 '()�*�� = S�X�M�• ~ zÃ M # 配布XÔ

é� Ì�N 用 '()�*�� 課程レベr S'( � 業� �� 習• 果� 8� �©èS'(

ð°� 単位>< 
� �•�� 科? 令x 元年度～令x H 年度� 業M科€ é w 均�X 単位

習得! � や� 位Ý 得! # ‚ƒ 'X� 科S'(�� 習• 果����N 用'()�*?

機関レベr S'( 毎年Xo�M •€ 度„ m r#¯�MS � 業� ��M�Ò 施 'X��

課程や� 員•�¥¹X���c � •�œ 望‰ど# ‚ƒ 'X� 習• 果� ž 得•� 改{ (

�� * �Nã'()�*æ�X 年A 回�� 長S�MS� �� b�dTX�MS� 員�

¥¹ 交ó eÎ y '()�* 	 職3 員b�X 雇用h や� 業M•� アB h ーt#Ò 施 'X

� 習• 果� � • 度#��'()�*ù”�X 	 職先� 出âQX N QÝT#Ò 施 '()

�* 免許 資格�Ý 得h 数# 幼稚n� 諭S•� 士資格�f¢ • ¢�è)( 毎年) ーk

Æ'X� 科./��ð°U%>'()�* 	 職
� �;)(e 	 職h 数�±U 専門職

� 	 )��M� � Ø# 数Š ) ーkS'( Jy Æ'()�*�� • 年R•� 編入h� 少

数UV�* � 業! X¯ 籍! e 毎年X$%�'X�M�� 業•�ÝT 組d •� 支援�N

ã'()�* 退�h�œ 因� 析や改{ ( �è)(� 科� 員U 協議 '()�*?

� 習• 果��89•�:$�è)(�X 	 職関��CBG レõt や�� 案8� � 業

h� 数やÓ � 資格�Ý 得h 数X•� 職•� 	 職
� # 記載 '()�*æ�Xº¢”�

数Š�8)Êèã� ホームページ上U4 開ù¢()�* 年度" ����� J 年•�N

動報# や�M�öE $ N 動�• 果e 後援b�( 事� 報# ù¢Xf� 後X••hð 員

��o� 報jklmr やojklm %ろ& r�( 報# '()�*?

 

OPQ� RSß -A-8� ���…† 後š› へ�¶·¸ みXÅê[\]_̂�

��������	
����������  
� 1� � 業M�} 路先ã”���# N Ý'()�*  
� 2� N Ý'� 結果#� 習• 果����N 用 '()�*  

?

�PQ� RSß -A-8 �`a��

�M� � 業後���ñ'(�ÝT 組d �þ 下�S;TUV�*} 路先ã”� � 業M
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��� +¦ =‰ N Ý 方-S'(�X 	 職3 員./� 科� 員�d� 新� h 採用御礼� 挨

拶廻TX./•� 所Ò習 施cÒ 習 幼稚n��Ò 習�Ò 習DE� �Â�� 口î U�

Ì 報}8 #À)Xf¢þ9�e 業務上� E 題¸M � § 々X 必œ� 応じ( ^� =�X �

業M��� Ì 報# 得()�*æ�X „ �� 習• 果� 関連~� 事項�è)(�X� 科b

議§U� 科� 員•� Ì 報�57Æ# C TXf¢ • ¢� 担� 科€�� 習• 果���� 役

1(()�*?

ù”�X � 業M���• ¦ =‰ N Ý 方-S'(X 事業hâ け��� アB h ーtX.

/ � 業M�ñ~� 追跡アB h ーt#Ò 施 '()�* 事業hâ けアB h ーt 結果U�X

HIJ5�w• H 7� 年度»XHIJŽ�w• H 6� 年度� 業M 	 職先 7H件�ñ' • 5 件� 回答!

Ž8W6 �XHIJ 6�w• H 8� 年度»XHIJ 5�w• H 7� 年度� 業M 	 職先 7• 件�ñ' 5•

件� 回答! 7HW6 �XHIJ 7�w• HK� 年度»XHIJ 6�w• H 8� 年度� 業M 	 職先 7H

件�ñ' Ž• 件� 回答! 5KW7 �XHIJ 8�w• •I� 年度»XHIJ 7�w• HK� 年度� 業M

	 職先 77 件�ñ' 56 件� 回答! 7HWK� �XHIJK� 令x 元� 年度»XHIJ 8�w• •I� 年

度� 業M 	 職先 85 件�ñ' 58 件� 回答! 68WH� �XHIHI� 令x H� 年度»XHIJK� 令

x 元� 年度� 業M 	 職先 6J 件�ñ' Ž 7 件� 回答! 77WI� �� 回答# 得()�*‰;X

HIJ7�w• HK� 年度ã”�© ˆ 企業â け�ñ~�„ m項€# o Òù せX 更‰� Ì 報}

8 # 試d ()�*?

� 業Mâ けアB h ーt 結果U�XHIJ 5�w• H 7� 年度»XHIJŽ�w• H 6� 年度� 業

M 	 職先 JI 5 件�ñ' J 7 件� 回答! J6WH �XHIJ 6�w• H 8� 年度»XHIJ 5�w• H 7�

度� 業M 	 職先 JI 6 件�ñ' JK 件� 回答! J7WK �XHIJ 7�w• HK� 年度»XHIJ 6�w

• H 8� 年度� 業M 	 職先 JIH件�ñ' • 5 件� 回答! •ŽW• �XHIJK� 令x 元� 年度»

HIJ7�w• HK� 年度� 業M 	 職先 JI 5 件�ñ' •J 件� 回答! HKW5� �XHIHI� 令x H�

年度» HIJ 8�w• •I� 年度� 業M 	 職先 JIŽ 件�ñ' •H 件� 回答! •IW8� �� 回答#

得()�* }8 '� Ì 報�è)(�X� 析� * 後� 関�� 職員�5z>“# 得��

�X� 科b 議./� 授b�;)( 報# '()�*º¢”�„ m結果�X�M� � 業後

�bU�N 躍
� #°÷=�����~�ºS# J 能S'X 更‰�� 習• 果� J

y Æ•S { »�e�UVTX� 習• 果����N 用 '()�*?

?

�opq� RSß -A der‹�rs�  

º� H j 年� 退�h� 傾â��X 9 済=‰ Ç だけU‰ÊX 入� � �¥ � � i 下X

�M� 思)» け‰) Ç» d ”¢�* „ �X Z\ 選ê �d ( 入�'��M� 関 '( ア

Z[õ‘ ョB ポl ‘ ー» � 業� æU•�¢�d¶� 様々‰��ã”�M 支援#ƒÆ

'X 退�h# 出ù‰)d¶�'()ÊºS» 課題UV�*æ�X アZ[õ‘ ョB ポ

l‘ ー�<�=‰��» Â 務UV�*?

,�� 職業��� � 来X•�hS‰��M������ 課程�d (Ò 施ù¢()

�*'ã'X�����ÏÐUV�bi���� 職業�����ã” d ¢ & X やや

狭義�e�UV�*'�» (X�� 課程�; け�+›�� 科€ や現À� 	 職? F @

BD�� * » 課題UV�*æ�X,�� � 業M� 	 職先ã”��#)� だQX� 職員

ð 員» ‚ƒ '()�»XÓ 授業担�h� 改{ 努ó だけU� 不十�UVTX� 習• 果�

m < 方-S¨ 様�X 職業��� 組織=‰ m <�� 方-� R 築» 課題UV�*  
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�opq� RSß -A der‹�t;uv�  

,��X 長年X•�h 養•�Õ 事 '����S'(�b=ÏÐ# 果�'()�*

f�+ 幹��� 課程� 適切‰編•SÒ 施UVTXÒ 施��� 改{�V�*� 習• 果

# l �S'(�� 課程� 適正Æ� 努�()�*  
  



26 
 

 
［テーマ 基準Ⅱ-B 学生支援］ 
�

�������

�	���


�  ������� ��
�����������������

 !���


�  #$%&��â���

��  ��lò]‰†»¼Õ� ケpÒ ��
�������

1�  ���� 満足  調査 ��
�������

�  Ÿ} 1� / �§¨Ö/ �"#$%&'�()'�*…†�lgø]Õ� ケpÒ

•u† 所Ó€�

-�  Ÿ} 1� / �§¨Ö/ �"#$%&'�()'�*…†�Õ� ケpÒ�

6�  "#$%&'� 案³ ��������
�

>�  •�ÇÈÉv ���� <§¨ � >/ �•�•ÊËÉv ���
 <§¨ 1�/ �

8�  •��Z お· ��������
�

��  xe�8•�Àrs レÑpÒ ��
�������


��  §¨Ö/ �§¨ � /  オ%エ�opäü� 進Å˜�



�  ������� ��
����������������0�


��  xe�8#%�Ô�çqûâ ��
�������


1�  "#$%&'�()'�*����� ハ�� メ�ÒX 起こさ°\Â„l ��
��

�����


�  個L˜• 様式€�


-�  §¨Ö/ �§¨ � / …† 予G• 進路a½�


 6�  GPA Q布図•§¨Ö�� / •��€�
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�

OPQ� RSß -B-1� �|}~� 獲Ûl 向Á[de� 源X 有™l�ÓZ[\]_̂�

��������	
����������  
� 1� � 員�X� 習• 果� ž 得�â け( ö 任# 果�'()�*  

 ‘  � 員�X‘E f D�&'�• ~ ��+ s �dT� 習• 果� ž 得
� #�

�'()�*  
 ›  � 員�X� 習• 果� ž 得
� # 適切� ‚ƒ '()�*  
 •  � 員�X�M�d� 授業��#<�=� 受け(X 授業改{�N 用 '()

�*  
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 Ÿ  � 員�X 授業8s�è)( 授業担�h•U�¥ 思� 疎zX 協ó„ K #

C  ()�*  
    � 員�X��€=€ 標� � • 
� # ‚ƒ ��'()�*  
 ⑥ � 員�X�M�ñ'( > _./ � 業� 至� � Ì#À ()�*  

� 2� 事務職員�X� 習• 果� ž 得�â け( ö 任# 果�'()�*  
 ‘  事務職員�X 所U ú W� 職務#z じ(� 習• 果#>“'(X� 習• 果�

ž 得� 貢献 '()�*  
 ›  事務職員�X 所U ú W� 職務#z じ(��€=€ 標� � • 
� # ‚ƒ

'()�*  
 •  事務職員�X 所U ú W� 職務#z じ(�M�ñ'( > _./ � 業� 至�

支援#À ()�*  
 Ÿ  事務職員�X�M�• ~ 記a # � 程�+3Q 適切�• 管 '()�*  

� 3� � 職員�X� 習• 果� ž 得�â け( 施cc � ./ 技術= 資源#7 1 �N 用

'()�*  
 ‘  CMV 又�� 習資源セBk ー§� 専門= 職員�X�M�� 習â 上���

� 支援#À ()�*  
 ›  � 職員�X�M� CMV 又�� 習資源セBk ー§�« 便6#â 上ù せ(

)�*  
 •  � 職員�X�8�]B û ューk# 授業や�� •À �N 用 '()�*  
 Ÿ  � 職員�X�M�d��8 LAN ./]B û ューk�« 用#|}'X 適

切�N 用'X 管 '()�*  
    � 職員�X�� 課程./�M 支援# o Òù せ����X]B û ューk«

用技術�â 上# C  ()�*  
?

�PQ� RSß -B-1 �`a��

オl’B テー‘ ョB�;)(� 務3 員X� 務課員XöED 担任»XÂ�o@ABC

DEFGL�MMN�OPQLr�@ABCDEFG HIJKHIHIL�MMN�OPQL > _

? FZ# 含む�# 用)ð(��M�� 習• 果� ž 得� むけ� Ì 報提供#À ()�*

� 員�X�M»� 習• 果# ž 得UQ�d¶�� 位授/ � 方針� 沿 ��� 課程# 編•

'X• ~ �� 方-+ s »$ 記ù¢�‘E f D# 0 •'()�* 科€ 担�h�‘E f

D� 記載 ' �• ~ �� 方-� 方-./+ s �Õ)X�M�� 習• 果
� #=%� ‚ƒ

'��'()�*?

オl’B テー‘ ョB 後Xæe‰ÊÒ 施ù¢��MÂ°�jklm@AB � �jkl

m@AB � 資料��X�M�� 習• 果# ‚ƒ ~� 機bUVTX 新入M�� 習• 果ž 得

•â け�¥ � #|~e�UV�*,�U�X�M� 員»« 用UQ� Ì 報q ービD q

Fto ³ \ f ーqr CD ポーtr# HIJK� 令x 元� 年度dTÒ 用Æ'()�*‘D テ

ムÍ õt Î ーö�cg�dT� 員./�M�X > _ ¯a X 出欠管 X 授業��X• ~

��§� 単位Ý 得
� ‰ど� 習• 果� ‚ƒ �è)( 敏速‰Ì 報}8 »UQ�d¶�‰

 ()�*?

o�M�d� 授業改{ アB h ーtr��M�d� 授業改{ アB h ーt HIJKHIHI��X
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毎�� = S� 非常勤講師担� 科€e 含��ð 科€UÒ 施ù¢()�*�M�d� 授業

改{ アB h ーt�X 5 段階��S	Ç 記述ã” R •ù¢XÓ� 員•� 結果zÃSSe�X

CMV �( 閲覧UQ�d¶�4:ù¢()�*Ó� 員� 結果#� 析 'X� 務課0 •�

o 授業改{„ m rG ‹ ーマõt�o 改{ 方-r./où”� 伸長ù せ� 方-r# 記述

'()�*G ‹ ーマõt�XÓ� 員»£�����S 比較� 析UQ�d¶�‰ (;

TX pDCZ q Fö r �û � 改{ ��0 •�N 用ù¢()�* FD 3 員�X ポFBt� i

) 科€�•WI þ 下��è)( 担�hSSe�� * '()�* 担�h�X 改{ ( #Å M �

æS�( FD 3 員b„ K 役� 提出 'X 授業改{����N 用 '()�* FD 3 員b�Xo 改

{ ( Å M r#ù”‰� 授業改{•� 貴Î‰ 資料S~���XÛÎ�• 管'()�*?

…数� 員UÀ わ¢� 科€�Ò 習関� 科€X ’“ 関� 科€X•�8s 関� 科€§��

;)(�X<�=� 担�h•Ub 議# 開ÊSSe�X 常� X¥ 思� 疎zX 協ó„ K

# C  ()�*‰;XHIJK� 令x 元� 年度dTo 授業改{ アB h ーtrS P 称# t 更

'X�M��c=‰¥¹#��� FD N 動�Mã~d¶�'�*æ�X,�U� HIJJ

�w• HJ� 年ã” _p\D� � 国È���� 員能ó 開¸ Í õt Î ーö�� 加盟 'X¼��

Se 連携'‰»”Xð� 員» FD N 動�ÝT 組んU)�* 併c Ž 年I ���� 員X��

��ú�� 員»¨ � 参加~��8 FD ø_bXð 科€�4 開授業X 新任� 員ø_bX�

M�d� 授業改{ アB h ーt# 毎年À ()�*�8 FD ø_b� _p\D 講師�d� 講

習# 企� Ò 施 '()�*HIJ 6�w• H 8� 年度�o ) ィー� E ー\B ¶ � 誘¶ アö テ

ィ$ E ー\B ¶ �O-rXHIJ 7�w• HK� 年度�o� 員���� 危機管 rXHIJ 8�w

• •I� 年度�o 現ð �M� 解S 関わT 方rXHIJK� 令x 元� 年度�o�M�� ˜ ¥ �

#PQ 出~ 授業S� ？rXHIHI� 令x H� 年度�o ティー4 B ¶  ポーtG ‹ l オ入門

～��Ò 践�lG レö‘ ョB ～r�kFt r UÒ 施ù¢�*4 開授業U�X� 員» 参

�'� 授業�] n Bt‘ ーt�X� 務課� 提出ù¢X 後L 担�h� 配Öù¢()�*

新任� 員ø_U�X 新採用�� 員�ñ~�o�����r�û ���� 員S'(�

� Ì�¯T 方§�è)(X� 長#� じ�Ó 課長X� 科長X�Mú 長ã”� 講話 � Ì

»À わ¢�*?

��€=€ 標�è)(�X 年度初��� 科長dT 非常勤講師e 含�ð� 員•o•

�� 科��� 方針�è)(r» 配布ù¢X 周Ãù¢()�*� 員�X������û

 � 豊ã‰i 格養•SXb� 貢献UQ�i 材�•#+ 盤�'� ��€=€ 標# 常

� � 標S'X�M � Ì#À ()�*� 員�X�� = S��MÔ 々�• ~ ��# ‚ƒ

'X 細ã‰ � Ì#À)X � • 
� #��'()�*� 科b 議U�X�M� 授業出席


� • ~ ��#%>'X � 業#€ � '� 必œ‰� ÌS 併せ(�MMN� 支援 � Ì�

¯T 方#ð 員U 6 議 '()�*?

�� = S� > _ 
� �è)(�X „ �� 務3 員XöED 担任»� 務課S 連携 ' ‚ƒ

~�SSe�X�M•�Ôi � ÌX••hS� 面� X � 業./ 免許 資格Ý 得� 必œ

‰単位Ý 得方-�è)(X 丁寧‰� Ì#À ()�*Ò 習関��• ~ ���è)(�X

Ò習科€ 担�� 員»±ä� 細ã‰Ô é� Ì»À わ¢()�* � 業年R��� 科ð� 員X

J年M# 含��ð�M#© 堂�'�oÒ 習Ø¨ 報# br»À わ¢�*oÒ 習Ø¨ 報# br

�X � 業年RM�� 習• 果ž 得
� %>� 場UVTX¨ � � J 年M•�Ò 習アZ f F

DS‰ ()�ºSUX� 科# 挙š(� 習• 果ž 得
� # ‚ƒ ~�Îœ‰ 機bS‰ 
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()�*� 員�X ^� À ()��M•� � Ì./Ó���<� 試験Xレポーt 課題X

Ò技試験§�;)(X�M�ñ'( > _./ � 業� 至� � Ì ö 任# 果�'()�*?

事務職員�X�M�� 習• 果ž 得
� # 所U ú W� 職務#z じ(%>'X Ì 報機器

U� 細ã) 0 業X�M•� 連絡ñ 応 厚M à Ì q ービDX� 員•� 授業支援q ービ

D§�dTX� 習• 果ž 得� 貢献 '()�*?

��€=€ 標�è)(�X 毎年X 新年� 事長講話�;)(ð 事務職員� 伝î”

¢XÓú W� 職務#z じ(��€=€ 標� � • 
� # ‚ƒ '()�*?

�MúX „ �� 務課�M 支援課 	 職課��M� > _./ � 業� 至� 支援� +¦

関わ ()�*� 務課U�X�M� 出欠
� ‚ƒ � 始æTX > _ ¯a X > _ 
� X 単

位Ý 得
� X• ~ � 管 � 至� 業務U�M# 支援 '()�*�M 支援課U�X�M 支

援° I » K î”¢(;TX�MMN やアrf FtX 奨� 金I 度X�8À 事§�� 友b

N 動XúN 動X• 健室X�M² � 室X�MS� 員� 連絡° I §X 細ã) 支援# 業務S

'()�* 	 職課U�X�Mã”� 	 職² � X�M•� k i Ì 報� 提供X 	 職./Ó

� 試験ñ ( X 面¦� Ì§�;)(X 支援° I » K  ()�* 総務課�X Ì 報企� X ホ

ームページ� 管 •À §U 常� �M•� Ì 報提供#À ()�*?

�M�• ~ 記a �X�2-ioYjklm�nÅ M •® � 程r�+3QXÛÎ‰ Ì

報管 �dT 適切�• 管ù¢()�*?

CMV U�X�M�� 習• 果ž 得�â け施cc � や技術= 資源# —極=�N 用 '(

)�* CMV 8�]B û ューk 室や¶r ー� � 習室��M� x 広Ê« 用ù¢()�*

ð�M� CMV « 用方-� 周Ã#À)X Web q FtU� 蔵M X新着CMÌ 報§�� 索方

-# 周Ã'X« 便6�â 上� 努�()�*?

�8�� 専用]B û ューk 室» H 室VTXf¢ • ¢ 5H台S 6I 台# } s'X 授業や

�M�ø†� 役1(()�*æ��8 [ZN �d� Ì 報�57Æ#« 用'(X4 開ù¢

()� Ì 報掲& 板# 閲覧~�ºS»UQ�*,�U�X]B û ューk« 用�; け� 専

門� 技術h� 富士z�# 常� 配� '(;TX�� 課程./�M 支援# o Òù せ���

�X� 職員� 技術â 上# C  ()�*?

?

OPQ� RSß -B-2� �|}~� 獲Ûl 向Á[�| 支援X¸ 織‚lÅê[\]_̂�

��������	
����������  
� 1�  入�O 続h�ñ' 入�æU� 授業や�MMN�è)(� Ì 報# 提供 '(

)�*  
� 2�  入�h�ñ'� 習X�MMN���� オl’B テー‘ ョB§#À ()

�*  
� 3�  � 習• 果� ž 得�â け(X� 習� 動機付け� l �#Ø わせ�� 習� 方-

や科€� 選択���� ? F @BD§#À ()�*  
� 4�  � 習• 果� ž 得�â け(X�M 便覧§X� 習支援���� ¡¢ ½� ½ェ

$q Ft# 含む�#¸À'()�*  
� 5�  � 習• 果� ž 得�â け(X+›�ó» 不€ ~��M�ñ' à 習授業§#

À ()�*  
� 6�  � 習• 果� ž 得�â け(X� 習上� 悩d ‰ど�² � ��TX 適切‰� Ì



30 
 

µ � #À¶° I # K� '()�*  
� 7�  � 習• 果� ž 得�â け(XzÖ�d���#À¶� 科 専攻課程� 場Ø

��X £¤ §�d� � Ì�� 習支援�° I # K� '()�*  
� 8�  � 習• 果� ž 得�â け(X} 度� 速)�M や優秀‰�M�ñ~�� 習上

� 配 や� 習支援#À ()�*  
� 9�  必œ� 応じ(� 習• 果� ž 得�â け(X 留�M� 受入¢./ 留�M� 派

遣� 長����#À ()�*  
� 10� � 習• 果� ž 得
� � | = w = ) ーk�+3Q� 習支援方( #��'

()�*  
?

�PQ� RSß -B-2 �`a��

,�U�X 入�O 続Qh�ñ'( 入� 後��MMN�è)( 案8'()�*�Yjk

lm�� 案8 HIHIHIHJX 入試試験œ項 HIHI� 令x H� 入� 選ê œ項 HIHJ� 令x •�

年度X 入�£ 課題レポーtX 入��';T HIHIHIHJ�æ�X 希望~�M 徒��o 初

äh���� û アノ� 室rS)¶ 入�£��#Ò 施 'Xo û アノ: 現r� 授業8s� 説

$ やû アノ² � #À ()�*?

入� 式� 翌L ã” H L •� オl’B テー‘ ョB� 令x 元H 年度オl’B テー‘ ョB

}À:X@ABCDEFG HIJKHIHIL�MMN�OPQL� > _ ? FZ 含む�X•��

科jl@ ュE ムマõ � HIJKHIHIXYjklm������ú@ABCD ハED n

Bt# 起ºù‰)��� HIJKHIHI�#Ò 施 '()�*Â�X� 務�d� > _ � Ì や

�MMN� 関~� � ÌX 健康診– やÈë�4= 機関�d�MN � ÌUV�*�8� C

MV ‰ど� 施ce 案8'()�*J 年M��X オl’B テー‘ ョB�•±�,����

€ 標や� 科�� 習• 果�è)( 説$'X�M� Æ#� んU ™')ã# 伝î()�*f

����Xjl@ ュE ムマõ � #N 用 'XH 年•U�� = S� ど�d¶‰ 科€# > _~

�ã� 説$#'()�*� 習方- や選択科€� 説$��Xo > _ ? FZr# 用)X わã

T や~Ê 説$'()�*?

> _ ? F @BD�X 毎�� 始��À)X 授業科€� � y./ > _ ¯a XÝ 得資格

免許X‘E f D�N 用方-§�è)(�M� 説$'()�* ³ \CU 配Ö~� � • �

�� � 業必_X 資格 免許必_X 資格 免許選択必_§#$ 記~�ºS�d (X�

M»Â°=� > _ ¯a UQ�d¶�'()�*?

+›�ó� 不€ ~��M�è)(�XÓ 授業�;)( 解度# ‚ƒ 'X à  ()�*

�Sî & X%> テDtXl アö‘ ョB ペーC ーやレポーt�d ( 気�‰��M» Æ

#àáS'()��ã# ‚ƒ 'X 面� やレポーt� 返却#z じ( � Ì'()�*æ�X

o û アノ: 現Ⅰ Ⅱr� 授業U�Ô é ñ 応U} 度� 遅¢# à  ()�*?

�M���� = S� 単位�_ 得
� #%>'(e”)XR���â け(� 習�¹z
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Ø � J7 iUV�»X¶· JH i� 併c� Ž 年I ��•}�'()�*� 令x 元H 年度

� 業予<h} 路
� �?

}��ñ~� 支援�XÂS'(� 務課UÀ ()�* 編入� � <2��ã” ¥ 付ù

¢� • 年R 編入� Ì 報�¶·X 78 �� P �ú P  出願� œ§# 記'� 資料案8#

����ú± 央掲& 板� ^� 掲&'X オl ジm r �CBG レõt#� 務課窓口U	Ç

� 閲覧»UQ�d¶� ' () �* 幼稚n� 諭© � 免許 
 �Ý 得希望h�� 半 � 提携

2 � <2 推ë #« 用 '}�'()�*æ�X 併c� Ž 年I ���b 福祉� 科i

•b� 科 健康D ポーツ� 科�•� 編入希望h�ñ'(�X 提携2 推ëI 度#c けX

入� 金#ð 額免Å ~�ºSU 9 済= 支援eÀ ()�*?

?

�opq� RSß －B� �� 支援�rs��

�ó 不€ ��M����o à 習授業r�XÓ� 員» 適宜Ò施 '()�»X<�6#

e ( • ˆ‰ÊÒ 施ù¢()�S� � î‰)*ù”� o Òù せ�����X 組織U 連

携#e (ÝT 組む必œ»V�*?

�

�opq� RSß －B� �� 支援�t;uv��

,�U�X _p\D� � 国È���� 員能ó 開¸ Í õt Î ーö� 加盟2S 連携 ' FD N 動

_DN 動#À ()�* „ � 併c��SØ¨��8ø_b•� 出席! � KI � þ 上S‹ÊX

授業改{�ñ~�� 職員�¥“â 上»¹”¢�*?

�

�RSß� der‹C�� 支援�»¼a½�»¼¾¿��

• a€Àª�‡µ•©“•€š›X‘ÁÂÃl¡¢£¤�š›¥¦Hl;ÄZÂ»¼¾



36 
 

¿�•Åa½�

£ 回�	
���� 報#M � 記載'� �� �Ò 施
� �þ 下�S;TUV�*?

ü©�X� 習• 果� 関~�Ò 施
� UV�*æ ずX� 習• 果� 関~�Õ 来� m < 方

-� 加î(HIJ 7�w•HK� 年度dT •pZ#Ì 入 '�* 結果X� 科��� 1 果#dT ‚ƒ

UQ�SSe�X�M»	”�� 習
� �è)(dT>“UQ�d¶�‰ �*æ�X

� 習• 果� µ� € 標や��� 適切Æ# C ���X‘E f D# 改{'�* � 業MアB h

ーt� 関~� 改{�S'( アB h ーt� � �# 8月ã”JH 月� t 更 'X� 習• 果#dT

•– UQ�d¶�'�*,����� w # 改{~����X� 習• 果� pDCZq Fö r

�f �� 証用) ーk�w•H 8HK•I 令x 元H 年度� 業M�# 継続=� }8 'X

�� 課程�ú�=‰¹ + '�N 用 '�* 今後XHIHJ� 令x•� 年度� 業M�� 証用) ー

kSØ わせ(� 習• 果� � • 
� #� 析'X � è� ポl‘ ーや��€=‰ ど,��+

,=‰�� 方針è)(� 証 改{#À¶ 予<UV�*?

ü � �X�M 支援�Ò 施
� UV�*� 科U�Ô é =‰� 習支援#À ()�»X

支援# 必œS~��M� 
� » 多様Æ'X� 科B 	� 支援( �öED 担� I X q ポー

t r ームX à 習授業‰ど�» 十�� 機能UQ�d¶ 改{~� 必œ»M じ()�*} 路

支援� 関'(�X 専門職þ9� 	 職支援e 十��UQ(;TX 	 職! � 極�( 良好U

V�* ボEB テHアN 動�è)(���./� 科ð°UÝT 組d X参加h� 徐々� 増加

'()�*�HIHI� 令xH� 年度�;)(�] ロm禍�dT 減少�?

ü � �X 入試� 関~�Ò 施
� UV�* Z\ 選ê �XHIJ 6�w• H 8� 年度入試ã” 受

験M�å ñ ‰テーマ#&'( ¶r ー� �d�	Ç * 議� t 更 'X 受験M� —極6 や¥

� #%>'()�* ¶r ー�* 議� テーマ� 毎年¹ + 'X 受験M�S ( 話 ' や~)

8s# 選択~�ºSUN¸‰¥¹ 交ó � 場S‰ (;TX,�� k ���M ô #%>

' や~) 場S‰ ()�*æ�X アZ[õ‘ ョB ポl ‘ ー� 周Ã�è)(�X 多様

‰機b#S”îX‹2M や� 員•� 解#|'()�*© 方X�M •€ 度„ m � 結果

や退�h� Ç�� 析�d� アZ[õ‘ ョB ポl‘ ー� t 更�À ()‰)*º�

��X 今回�	
���;)(Îœ‰ 課題�©è� 挙š()�*?

Í 後�X£ 回Xo�M� 授業改{ アB h ーtr#G ィーZ f õö~� 方-�� * »X

â 上 o Ò���� 課題S'( 挙š”¢�* �Š # 受け� 課題# FD3 員bU� * '�

結果X 現¯Xð� 員»� 務課0 •�o 授業改{„ m r�o 改{ (  伸長( r# M Q å

d X FD„ K 役»� * '• 管'()�*Ó� 員�o 授業改{ �� r#N 用'�� 析�

* ÒÀ�X pDCZq Fö r � 機能»Nãù¢Xþ 後� 授業� 改{»¹”¢(;TX 1

果# 上š()�* 今後e 毎回� * '‰»” 改{# C TX 継続 '()Ê 予<UV�*?

�

• b€Æª�¡¢£¤�š›�rsl{\[�»¼¾¿�

,�� 入� '��M� 関 '( アZ[õ‘ ョB ポl‘ ー» � 業� æU•�¢�d¶

��� 課程�¹ + ' や� 員S�M� 関わT#ƒÆ~�ºS�d (XH j 年��M 支援

#À¶*æ�X アZ[õ‘ ョB ポl‘ ー�<�=‰��» Â 務UV�*?

現À��� 課程や	 職? F @BD# 職業��� y �ã”¹ + ~*æ�X 職業���

組織=‰ m <�� 方-#� * ~�*  
�ó 不€ ��M����o à 習授業r#ù”� o Òù せ�����X 組織U 連携#
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e (ÝT 組む必œ»V�*�Sî & X � • � �±� 組då む方-X 或�� 習支援‘

D テムo ³ \ f ーqr CD ポーtr#N 用~� 方-§# —極=�� * ~� 必œ»V�*  
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【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 
 
［テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源］ 
�

�������

�	���

°Z�

 !���


�  個L 調H•§¨Ö�� / €�

��  de 研究† 績H•§¨Ö�� / €�

1�  非常勤d•” 覧˜�

�  "#$%&'��"#$%&'�()'�* 研究紀É•§¨Ö�� / €�

-�  L 間文化研究所紀É•§¨Ö�� / €�

6�  �%�Òd 研究所紀É•§¨Ö�� / €�

>�  専任d•�” 覧˜• 氏名0óˆ€�

8�  ホpç ペp ジ• 専任d•�/ 齢構}˜�¸ 織d•” 覧€��

��  8� 研究費補助金c0 外* 研究� 金� 獲Û” 覧˜•§¨Ö�� / €�


��  "#$%&'��"#$%&()'�* 研究叢H•§¨Ö�� / €�



�  "#$%&'�+, 1� ./�"#$%&'�()'�*+, -� ./9�;<

t 集号�


��  専任ó•�” 覧˜• 氏名0óˆ€�


1�  "#$%&'��"#$%&'�()'�* FD œ•kž‹�


�  "#$%&'��"#$%&'�()'�* SD œ•kž‹�

�

OPQ� RS Ⅲ-A-1� �8� 専攻r‹�der‹Œ}�•Ž�yzlR づ\[d•¸

織X 整 Z[\]_̂�

��������	
����������  
� 1� ����./� 科 専攻課程�� 員組織# 編I '()�*  
� 2� ����./� 科 専攻課程� 専任� 員�����cg+ s �<��� 員

数# o€ '()�*  
� 3� 専任� 員� 職位�q 正‰� 位X��Ò ~ Xø† 業~ X I0 ½¸:Xf�¼

� 9§ §X����cg+ s � � <# o€ '(;TXf¢#4:'()�*  
� 4� � 科 専攻課程��� 課程編•Ò 施� 方針�+3)( 専任� 員S 非常勤

� 員� 兼任 兼担�# 配g'()�*  
� 5� 非常勤� 員� 採用�X� 位Xø† 業~ Xf�¼� 9§ §X����cg+

s � � <# uv '()�*  
� 6� � 科 専攻課程��� 課程編•Ò 施� 方針�+3)( à µ� 員§# 配g

'()�*  
� 7� � 員� 採用X 昇任�f� 	 業� ûX 選考� 程§�+3)(À ()�*  

様式 7－基準Ⅲ 
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?

�PQ� RS Ⅲ-A-1 �`a��

,��� 科�� 員組織�è)(�X����cg+ s �eSdTXÅú 科� c �<

�� 幼稚n� 員養• 課程S 厚M労íc �<��•� 士養• 課程� 適Ø~�d¶� 員組

織# 編•'()�*?

専任� 員数�Ôi„ M � 令x 元H 年度��X����cg+ s �<��� 員数# o

€ '( 配gù¢()�* 専任� 員数./ 職位�XHIJK� 令x 元� 年度�X 専任� 員 JJ

P �� 授 Ž P X º � 授 • P X 講師 • P Xµ� J P �UX�9 非常勤講師 J6 P X�8 非

常勤講師� 8 P UV�*HIHI� 令x H� 年度� 専任� 員 JJ P �� 授 Ž P X º � 授 HP X

講師 • P Xµ� H P �UX�9 非常勤� 員� J 5 P X�8 非常勤� 員� 6 P UV�*� 専

任� 員�© 覧: <氏P X職位>�� ホームページ<専任� 員� 年齢R •: 組織� 員© 覧>�?

専任� 員� 職位�è)(�X 採用 昇格� 際�q 正‰� 位X��Ò ~ Xø† 業~ X

I0 ½¸:Xf�¼� 業~ # 6m '(����cg+ s � � <# uv 'Xi 事3 員b

U 予�6m #À)Xi 事� 授bU� 6 議# 9 ( ; < 配g'()�*?

,�U�� 科��� 課程編•Ò 施� 方針�+3)( 専任� 員S 非常勤� 員� 兼任

兼担�# 配g'()�*�����#�/X 子どe��� や福祉� 貢献UQ� w �‹

)i 材��•#€ � ~�� 課程�X+›�� 科€ 専門�� 科€U 編•ù¢()�»X

専任� 員� d Uð(� 科€# 担�UQ‰) 場Ø��X 併c� Ž 年I ���� 員�d�

兼担X¼��§�� 員�d� 兼任# 非常勤� 員S'( 適切� 配g'()�*?

非常勤� 員� 採用�;)(�X� 位Xø† 業~ Xf�¼� 9§ §X����cg+

s � � <# uv '( 配g'()�* 非常勤� 員� 6m �i 事3 員bU 予�6m #À)X

i 事� 授bU ; <'()�*� 非常勤� 員© 覧:�  
,�U� à µ� 員§# 配g'()‰)*?

� 員� 採用 昇任� 	 業� ûX� 員選考8 � �+3QX��Ò 践�� 業~  9 験

b 貢献� 務•� 参加 年齢§# 総Ø=� 6m '(À ()�*?

?

OPQ� RS Ⅲ-A-2� 専任d•è0�8� 専攻r‹�der‹Œ}�•Ž�yzlR

づ\[de 研究�±XÅê[\]_̂�

� ［�������	
���������� ］ 
� 1�  専任� 員�ø†N 動� , Å¸:X�bN 動X国際b 議出席§Xf�¼��

� 科 専攻課程��� 課程編•Ò 施� 方針�+3)(• 果#Vš()�*  
� 2�  専任� 員Ô々i�ø†N 動� 
� #4 開'()�*  
� 3�  専任� 員�X 科�ø† ìà µ 金X9úø† ì §# ž 得'()�*  
� 4�  専任� 員�ø†N 動� 関~� � 程# K� '()�*  
� 5�  専任� 員�ø† 倫 # uv ~����ÝT 組d #<�=�À ()�*  
� 6�  専任� 員�ø†• 果#¸:~� 機b�ø† 紀œ�¸À§�#%•'()�*  
� 7�  専任� 員»ø†#À¶ø† 室# K� '()�*  
� 8�  専任� 員�ø†Xø_§#À¶ � •#%•'()�*  
� 9�  専任� 員� 留�X 海9 派遣X国際b 議出席§� 関~� � 程# K� '()�*  

� 10� FD N 動� 関~� � 程# K� 'X 適切�Ò 施 '()�*  
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 ‘  � 員�X FD N 動#z'( 授業�� 方-� 改{#À ()�*  
� 11� 専任� 員�X�M�� 習• 果� ž 得»â 上~�d¶�8� 関�ú WS 連携

'()�*  
?

�PQ� RS Ⅲ-A-2 �`a��

専任� 員Ôi�ø†N 動�è)(�X ð :=‰ø†• 果»��� ホームページ上�

4 開ù¢()�*HIJK� 令x 元� 年HIHI� 令x H� 年度���ø† 業~M �;)(X

著M�5 著�Ž ² X , Å J 7 ,Xø† ノーt H ,X 口î ¸: 5 件XS)¶• 果»V �*

f¢ • ¢�ø†�X� 科��� 課程編•Ò 施� 方針�+3)(• 果# 上š(;TX

�M � Ì#� じ�S~���N 動�Nãù¢()�*?

� 員�ø† 業~ �X 年度初��£ 年度�ø† 業~ # 報# 'X�� ホームページ� 更

新'‰»”4 開 '()�*���ø† 業~M 〈令x 元H 年度〉�?

9úø† ì §� ž 得�X 科�ø† ì �5¨ø†�� H 件UV �*� 科�ø† ìà µ

金§X9úø† 資金� ž 得© 覧: 令x 元H 年度�?

専任� 員�ø†N 動� 関 '(� � <» K� ù¢(;TX� 員ø† ì ./� 員ø†Ë

ì � 関~� � 程X4=ø† ì � •À ./ 管 � 関~� � 程�+3Q 専任� 員�ø†»

À わ¢()�*?

専任� 員�ø† 倫 # uv ~����ÝT 組d S'(XoYjklm��Yjkl

m����ú�; け�4=ø† ì � •À ./ 管 � 関~� � 程r�d�]B � EF ア

BD��#X L ,� 術振興b�oø† 倫 eLE ー\B ¶ r# 団° 受講~�ºSUÒ 施

'()�* „ � 新任ø†h��X 周Ã# X ôù せ(;TXø† 倫 �ñ~� 関ä# 呼

/ 掛け()�*HIJ 8�w• •I� 年度þ Œ��oø† 倫 3 員b � 程r# K� 'X� 員

� 倫 â 上�ÝT 組んU)�*?

専任� 員�ø†• 果#¸:~� 機b#%•~���X 毎年度XYjklm��ø†

紀œXi•ÅÆø† 所紀œX@lDt�ø† 所紀œ#f¢ • ¢ 年 J 回¸À'()�*?

�Yjklm��Yjklm������úø† 紀œ� 令x 元H 年度��i•ÅÆ

ø† 所紀œ� 令x 元H 年度��@lDt�ø† 所紀œ� 令x 元H 年度�?

� 員»ø†#À¶ø† 室# K� '()�*?

併せ( 専任� 員�ø† � •%•����Xø† L » J L %•ù¢()�*?

æ�X 国89U� 長�ø_ 留�� 関~� � 程e I <ù¢()�*?

FD N 動� FD 報#M �� 関~� � 程S'(XoYjklm��Yjklm����

��ú FD 3 員b � 程r�Yjklm��Yjklm������ú FD 3 員b � 程�

»c<ù¢()�* 3 員b�� 長# 3 員長S'X������ú�Ó FD 3 員b„ K

役XÓ 3 員U R •ù¢X FD � 資~�„ m  報#M X FD ø_bXÓ � 講座ø_b� 開

� §X FD 3 員b» 推}~•QN 動» ( <ù¢()�* 毎年度�N 動S'( 新任� 員ø

_X�M�d� 授業改{ アB h ーt./ 授業改{„ m X 授業4 開X�8 FD ø_bX FD

ø_ 参加Xø† ��M0 • 依×Xø† 叢M ¸ 刊§#Ò 施 '()�* 毎年年� 程ü 7 ý

�+3QXo 授業改{ アB h ーtr�è)( FD 3 員b�;)(� * '()�*æ�X

�8ø_b� 授業改{� 参考�‰� 講義 Î ーö‘ ョõ � # 多ÊÝT 入¢()�*ø

_bU��i 数� 授業•�ñ ( やアö ティ$ E ー\B ¶ �O-X 現ð �M� 解S 関
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わT 方や��� 危機管 � � 去 • 年•� _p\D ² 子�S) � +¦ �M�e 関わ�8s

» 多ÊX 併c� Ž 年I ��e 含�(X 5 ûð 員�� 員» 参加~�ºS�‰ ()�*

� 員� FD N 動#z'( 授業�� 方-� 改{# C  (;TX 常�ø_b•� 参加! �

‹)*HIIK�w• HJ� 年度ã” _p\D� � 国È���� 員能ó 開¸ Í õt Î ーö�� 加

盟'X¼��Se 連携 '‰»”ð� 員» FD N 動�ÝT 組んU)�*�Yjklm��

Yjklm������ú FD 3 員b � 程�?

HIJH�w• HŽ� 年度ã”Yjklm��Yjklm����úø† 叢M � 出‰#

€ � 'X 応75 稿� � <� 沿 (9ú7“h� mø # 9 (X 出‰ù¢()�*�Yjk

lm��‚1 •I 周年Yjklm������ú‚1 5I 周年開� 記! „8 号�?

専任� 員�X�M�� 習• 果� ž 得»â 上~�d¶Ó 関�ú WS 連携 '()�* „

�� 務課X�M 支援課X 	 職課S� 深Ê 関わTX 単位�_ 得や�MMN� 細ã) q ポ

ーtX 奨� 金I 度X 	 職�â け� 支援#Ó 課� 職員SSe�À ()�*� 職員挙š

(�Óú WS� 連携支援�X� 習• 果�â 上#€ � ~�M�S ( L 常=� 必œ不J

欠S‰ ()�*ù”�X� 科8�� q ポーt r ームS ™� ぼ� r ーム»VTX�M

�� 習空•S'(Xæ�X � ”)� 場S'(Îœ‰ 役� # 果�'()�*?

?

OPQ� RS Ⅲ-A-3� � � � � | }~� 獲Û が向上ø]òñu 務 ¸ 織X 整  Z[\

]_̂�

� ［�������	
���������� ］ 
� 1� �������ªN 動§��� 事務組織� ö 任° I »$%UV�*  
� 2� 事務職員�X 事務#èãù ど� 専門=‰ 職能#7'()�*  
� 3� 事務職員� 能ó や適6# 十��¸ 揮UQ� 環境# K î()�*  
� 4� 事務関�ß � 程# K� '()�*  
� 5� 事務ú W� 事務室X Ì 報機器X � 品§# K� '()�*  
� 6� 防災ñ ( X Ì 報セ@ュl ティñ ( # 講じ()�*  
� 7� SD N 動� 関~� � 程# K� 'X 適切�Ò 施 '()�*  

 ‘  事務職員� 専門= 職員§# 含む��X SD N 動#z じ( 職務# o Òù せX

��ø†N 動§� 支援# C  ()�*  
� 8� L 常=� 業務�¹ + ' や事務S  �����#À)X 改{'()�*  
� 9� 事務職員�X�M�� 習• 果� ž 得»â 上~�d¶� 員や関�ú WS 連携

'()�*  
?

�PQ� RS Ⅲ-A-3 �`a��

事務組織�X,�����úS 併c� Ž 年I ��S5z� 事務Q S'(X 総務課X

b � 課X� 務課X�M 支援課X 入試課X 	 職課X CM 課� 7 課U R •'()�*?

HIHI� 令x H� 年度� 事務職員数�X 専任事務職員 • 7 iX 非常勤職員 •J i�Ø �

68 iUVTX��S����ú� 事務業務# 兼務'()�* 事務職員�Xf¢ • ¢ 必

œ� 応じ(� 務担�hø_X� 員免許事務ø_X 奨� 金業務ø_X 9  事務ø_X à

µ 金事務担�hø_X 	 職担�hø_X 入試事務ø_§# 受け(Ó 課� 職務# 遂À~

� 際� 必œS‰� 専門=Ã“#_ 得 '()�*‰;X CM 課� 職員�� CMV 司M �
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7 資格h#X• 健室�� 看• 師�7 資格h#X�M² � 室��j ½ B セE ー�7 資格

h# 配U '()�*� 専任職員�© 覧:� 氏P X 職位�æ�XÓ	� 業務� 関�~�ø

_þ9�X _p\D� � 国È���� 職員能ó 開¸ Í õt Î ーö�»Â � ~�Ó � �ø_

� ロ¶ E ム� —極=� 参加 '(X x 広) 職能� 開¸� 努��¼X 専門=‰ 職務遂À 能

ó� ž 得Sâ 上#À ()�*?

事務職員� 能ó や適6#¸ 揮UQ� 環境# K î���X 事務職員ã” 事務Q長• Y

申~� ツーr S'( 毎年 JH月�å 上報#M # 提出 'X 事務Q長�º¢”# 参考�Ó 職

員ã” ヒアlB ¶ #À) 能óS 適6# �  ()�*æ�XJ 月��4 正ãè 適切‰i 事

管 #À¶��i 事��# 課長»À)X 課長b 議U� m � 後Xí 動X 昇任§#À) 能

ó#¸ 揮~� 環境# K î()�*?

� 務関係�	 程については、「
� タリ� 大学・
� タリ� 大学短期大学� 務組織及び

� 務分� に関する	 程」の� に、「学� 法人
� タリ� 学�� 書取�	 程（大学の ）」、「学

� 法人
� タリ� 学�� 書決�	 程（大学の ）」、「学� 法人
� タリ� 学�� 書保�	 程

（大学の ）」、「学� 法人
� タリ� 学��� 取�	 程」� を�� している� 、� 務職員の

B 力ì:>	 事考é�Q���±� 聖カ•� ナU�> 聖カ•� ナU�âgU� 部 St 委³4

規d�� 聖カ•� ナU�> 聖カ•� ナU�âgU� 部事ÈŸ³	 事œ• 規d�Ô 整備��R

)*`

管 棟��X b¥‹ Xb 計‹ X ./‹ X� ¥‹ ./�M ‚�‹ X 就�‹ �Ó N¥ß

# 3 g'X 附属図書館�� 図書‹ � N¥ß # 3 g'(;TXÓ ‹ � �¥ 遂À� � œ‰

c 備./ 備品� 整備ù¢()�*Ó ‹ ./ÓÔi�X グル6 プウェ™� desknet's��

d��8 ネõt ワ6 öU ” ば¢X � œ‰情2 �G ァF ルサ6 バ6 �• 管 '4 { ù¢(

;TX 情2 �57Æ» 図”¢()�*æ�X� ¥‹  ./‹ �M ‚�‹  就�‹ 

b 計‹ U�X b Ø N¥ ‘D K7 � GAKUEN�#Ì . Ï , '(;TX� ¥  ./ �M

‚�  就� b 計� " ~��M 情2 � デ6 k��57Æ# 図 ()�*?

º 災ñ 策�è)(�X� M # 統括責Z hS'X 副� M ���ú M ����ú�

�M X��./����ú��Mú M  N¥ 局M U 構•~� 危! 管 責Z h»� M #

補佐~�° 制S‰ ()�*æ�X� M » � œS 判断 ' � õ Ø�X 危! ñ 策,ú#c

g'X 危! •�ñ 処» 終了~�æUX 危! � " ~� 情2 �Ý « ./ 管 Xñ ê 策��

討 決<Ò j XÂ ¥ 官庁S� • 絡‰� � �¥ �V��ºS�‰ ()�*æ�X º

災P \ ì™ ル# 作•'X�M./� �[ � 34 '()�*?

情2œ @ì l K˜ ñ 策S 情2 ネõt ワ6 ö‘D K7 � 管 ° 制�è)(�X‘D K

7 責Z h#� M X‘D K7 管 h#b 計‹M S'X 情2 ネõt ワ6 ö‘D K7 運営委

[ b#g)()�*¨ 委[ b�X‘D K7 � 維ç 管  運, � " ~� N1F 情2œ

@ì l K˜ � " ~� N1 ‰� # 審» Ò j 'X ! 密情2 Ôi 情2 © 般情2 ‰� �

�¥l � 情2F 情2! 器§�ÝT 扱) # - F • 管� # -‰ � �è)( 決<'()�*  
S^ 委[ b� Z¥ S'(X N¥�[ � � ó { ¸� Þ }X N¥�[ �ø_X ]^ 委[ bS

� •– X N¥(… � 恒þ =‰��S | {X� [ ���ø†bN R �ñ~� ‚�

‰� #ÝT 扱¶ºS»<�”¢()�* S^ 委[ bU�XHIJI�w• HH� =>` ��ã

”N R # {? 'XÍ \ �� S^ S� 何ã��è)(5z>“#çè��X SPO^� 四¾ È

���� �[� ó { ¸ ネõt ワ6 ö�� X¼ � ÓÔ # Ý ×'X S^ � " ~� X‰ # °�
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�*æ�Xf� ` X N¥(… ���./Ó ‹ � �¥| {�ÝT ( みXHIJH�w• HŽ�

=> 末æU�Ó ‹ ð [ � �¥ 8s� 棚卸 '#Ò j '�*f� 棚卸 ' ” �+3)( N

¥ � 掌�¹ 直' 作� #À)XHIJ•�w• H s� => ã” HIJŽ�w• H Ò� => �ã � ( N

¥(… ./ N¥ � 掌規ç � |Šn #� 討'X��ø†N R §� ‚� # 図 ()�*�Y

jklm��Yjklm������ú S^ 委[ b 規ç �?

þ � �¥ � 効率ÆX 簡素Æ# 図TÓ N¥�[ ÔiS'(� �¥ �V� ()�»X

(… =�����#À)X | { # 策# 打· • ~ÝT ( み»Àî()�S�)î‰)*?

HIJŽ�w• H Ò� => ã” S^ 委[ bS'(X �ZN¥�[ ð [ � 『@�‰ 未€ # 築Ê

�������� 質= 転換�â � ( 』�w• HŽ = › r H› 日± 央�� 審» b 答申�# 3

4 'X��� 質= 転換� " '( �ZN¥�[ » â`� �d¶� "Q  ()Êã#� 討

'()ÊºSS'�* N¥�¥ � 具ô ÆS'(X ]^ 委[ bS� ¥‹ » •– '(X�M

•� ��| { ™B ケ6 t#Ò j 'X �� ��� ” �� [ •G ˜6 Z バõö'()�*

æ�X�MMN 委[ bS�M ‚�‹ » •– '(�M 満足> „ 査#Ò j 'Xf�„ 査”

 #� �[ •G ˜6 Z バõö#~�¼X 就� 委[ bS 就�‹ » •– ' 就� 状況„ 査‰

� #À)X� �’ 働# Þ }'‰»”� ‰•  � 獲« ���� •– » 図”¢()�*?

?

［区分 基準Ⅲ-A-4 労働基準法等の労働関係法令を遵守し、人事・労務管理を適切

に行っている。］ 

��������	
����������  
� 1� � �[ � 就� � " ~�ß 規ç # 整備'()�*  
� 2� � �[ � 就� � " ~�ß 規ç #� �[ � - Ã'()�*  
� 3� � �[ � 就� #ß 規ç �+3)( }Š � 管 '()�*  

?

＜区分 基準Ⅲ-A-4 の現状＞ 

,�U�� �[ � 就� � " '( 労働+ 準-�¼X�� ôõ �ãã� 労働" �- • #

+� "• ~� 規ç # 整備'()�*?

æ�X 就� �ãã� N1 � }~ � 査 'X 変ü #œ~�ºS� N bU 審» 決<'(

)�*Îœ nÌ �V (�� [ �ñ'(�� � bUX N¥�[ �ñ'(� ‹M b » U

2 告 'XØ Q� (�8 情2 57‘D K7 �dTX� �[ �ñ'( 就� � " ~�ß 規ç

� 3 Ö#À)ð [ �¨ š 8sU - ÃUQ()�*?

‰;Xo 就� 規ûr�¼Xo¯ 宅¤¥ 制> rXo� 児休� rXo 介• 休� rXo 給与規ç ß

O� ‚ 給+ 準rXoÔi 情2 ••� " ~� 規ç rXo ハED メBt� º 止§� " ~� 規ç rX

oË 費規ç r§�+3QX� �[ � 就� � }Š � 管 '()�*?

?

＜テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源の課題＞ 

� [(… �è)(�����cg+ 準U 求�”¢�����ú� 収s< [ � êš <

�”¢� �Z � [± �JJ 名�# 満�'(;TXf� 三��©»� � �Ž 名�UV�º

Se 充足'()�*'ã'X = 齢構•�‹ÊX 特Z � � » J 名UV�* â` � [(…

�¹ 直 '#}�X = 齢バEBD§# ƒ 慮'� 採,F 昇Z ����ºS» � œUV�*?

�Z � [ �ø†N R �è)(� 特� �	 � 野Sjl@ ì E 7  Ã l‘ 6 # •R '�
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論Å§� 執筆§�ó# . ¢X�M•� 指ÌóS��� 反映ù � (ÀÊ � œ»V�*?

9úø† o 金� 獲« �è)(�XÅú � � 省§ " � !" þ9U� ê 募�V�» 採¯

�‰ÊX � �ø† 費+ 金U� HIJK� • x ž � => HIHI� • x H� => U J Ì �S �

æ (;TX� [ »	 覚¥“#ç (9úø† o 金� 獲« #€ 指~ºS»ø†� õ �

¸ �f'(ø†N R �N6Æ à ã”e � œUV�*f¢”� " '(� (… =‰ ‚� .

/��»‰ù¢()‰)ºSe ‹ã UV�*?

ø†��N R �+ � �� N¥(… �;)(� �¥ � 効率ÆX 簡素Æ# 図TÓ N¥�

[ ÔiS'(� �¥ ��� (�)�»X (… =�����#À)X | { # 策# 打·

• ~ÝT ( み» ‹ã UV�*?

HIJ•�w• H s� => � 労働契約-�©ú |Š � 無� 転換ル6 ル�# °� ð7�• 雇

, �� �[ #ñ i S'� 就� 規û�©ú |Š # HIJ ›�w• •I� = Ž r J日ï� UÀ 

�»f� 着Ò‰ñ ê » � œUV�*?

?

＜テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源の特記事項＞ 

�Z � [ ��M� 就� N R �â � � ‚� # 就�‹�[ S •– '(À (;T }‡ ‰

�M•� 指Ì� 繫»TX 就� 率� HIJ•�w• H s� => þ 降•H '( JII ％UV�*?

N¥�[ � � ó F} 6#¸ 揮UQ� åæ # 整î��� �[ � 昇Z � " '(o N¥�

[ i N �� 規ç r�©ú |Š #À) HIJ › �w• •I� = s r HÒ日ï� U j À'�*ð

N¥�[ � - Ã'� l UÒ j ���T 透$6#%•~�SSe� モチØ6 ‘ L B�â

l »� 待UQ�*?

 
［テーマ 基準� -B 物的資源］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

なし 

備付資料 

1. 校地、校舎に関する図面 

2. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部付属図書館資料管理規程 

3. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部付属図書館資料除却細則 

4. ホームページ（附属図書館） 

5. 学校法人聖カタリナ学園固定資産及び物品管理細則 

6. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部危機管理規程 

 

［区分 基準Ⅲ-B-1 学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、

校舎、施設設備、その他の物的資源を整備、活用している。］ 

��������	
����������  
� 1�  2È� à 積�����cg+ 準� 規<# 充足 '()�*  
� 2�  }‡ ‰à 積� 運Rõ #7'()�*  
� 3�  2 舎� à 積�����cg+ 準� 規<# 充足 '()�*  
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� 4�  2ÈS2 舎� 障»)h�ñ ê '()�*  
� 5�  � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( �� #À¶ XYß X

演‰ß XÒ 0 Ò ‰ß # , ¥'()�*  
� 6�  zÖ�d���#À¶� �  �è‹ç # { c'()� õ Ø��X 添削§�

d� 指ÌX 印刷� � §�• 管¸ 送���� j c» 整備ù¢()�*  
� 7�  � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( �� #À¶���

! 器 備品# 整備'()�*  
� 8�  }‡ ‰à 積� 図書館 �� ‰o 源œBk 6 §#7'()�*  
� 9�  図書館 �� ‰o 源œBk 6 §� 蔵書± X� ª 雑u± X AV op± ./ ˆ

席± §» }‡ UV�*  
 ① 購. 図書® <‘D K7F 廃棄‘D K7 »%1'()�*  
 ② 図書館 �� ‰o 源œBk 6 §� Íƒ 図書X"• 図書# 整備 '()�*  
� 10� }‡ ‰à 積�°� 館#7'()�*  

?

＜区分 基準Ⅲ-B-1 の現状＞ 

,�� £ 7'()�2È à 積� � c� Ž = 制��S�5 , S'( Ž• ,HKŽ㎡£ 7'(

;TX����cg+ 準 H,III ㎡# • �� 満�'()�*æ�X 屋9 運Rõà 積� q,ŽÒJ

㎡UV�*2 舎�è)(e,� �, H,Ò›Ò㎡X��S�5 , ú� J Ò,ÒHq㎡Ø計 JK,•J•

㎡#7'(;TX����cg+ 準 H,• sI ㎡# • �� 満�'()�*�2È2 舎� "

~� 図à �?

障»)h�ñ~� 3 慮�è)(�X 障»)h , tF • # s j £ cg'()�*æ�X

バl ™Gl 6 �è)(�X �� �Ï , ~�� ß �’ •Ø6 k 6 #cg'()����

2 舎#Ï , 'X’ •Ø6 k 6 #Ï (����ú 棟�� ß �À � �d¶ñ 処'()�*?

�� ‹ç � " ~� j cc 備S'(�X 絵画デザFB , � ß  木工, � ß „ Ò ‰

ß #7'()�*æ�X•�� � 棟�� ピ™ノ練‰ß # Ž › ß 完備 'X�M� ピ™ノ	

‰ß S'(N , '()�* 情2 処 " � j cS'(�]B ピì6 k ß H ß �8 １ß �

�M	 ‰, �./ 附属図書館�	 ‰, ]B ピì6 k#cg'()�*?

XYß �� 液晶プ´9 ェök 6 XDöl 6 BX ^V^ プ• F ヤ6 §# 完備'(;TÓ 種

メデ˜™ �ñ ê UQ�d¶�‰ ()�*?

図書館, 館� bà 積� J ,H› H㎡#7'Xf�8 訳�X 閲覧D 86 D ›s J ㎡X LÀ ] 6

m 6Ò H㎡X PÀ ] 6 m 6 »Ó JHŽ ㎡� 計 J›Ò㎡X グル6 プ� ‰ß J ß H› ㎡Xf�¼ 書

庫FN¥ D 86 D§» HJ q㎡S‰ ()�*?

図書館ð°� 蔵書冊± �XHIJK� • x ž � => 末UXJ ÒŽ,ÒqÒ冊�8X 洋書� JH ,HHJ

冊�UV�*, 館U�Xf�8� K q,••I 冊# { 架 '()�*?

� 野別� 構•�XÂ�b � ��• sWH％�X 哲��J sWK％�XÅ��J ÒWs％�X	 然�

��JHW Ò％�§S‰ ()�*æ�X� ª 雑u �X sKH種X 視聴覚op � Ž ,sJÒ種# £

蔵'()�*?

•�� � � " �~� Íƒ 図書F"• 図書�è)(�X� �"• ] 6 m 6 ./ 絵,]

6 m 6 # 整備'()�*?

購. 図書� ® <./ 除却�è)(�X 図書館� " ~� 規ç �d�‘D K7 #%1'
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()�*�Yjklm��Yjklm������ú 附属図書館op 管 規ç XYj

klm��Yjklm������ú 附属図書館op 除却細û�?

, 館�c 備�è)(�X 閲覧ˆ 席± » J › I 席X 図書館�, � 無線 LAN #cg'(;

TX デDötõ プ³ C ソ]B JK 台X OPAÀ , C ソ]B • 台Xk ブ• õt ³ C ソ]B H s

台X�M �, jE 6 複Ø ! J 台� 接H UQ�d¶� 整備 '()�*æ�X LÀ ] 6 m 6

§��X 可RI � 机S 椅� # 3 g'()�¼XDöl 6 B H 台Xプ´9 ェök 6 • 台F

5 ワFt —6 Z§ecg'(;TX 図書館8UV¢ ばX�M»	Ç�«N , UQ� å

æ # 整備'()�*?

°� 館§ 屋8 運Rj c�X°� 館 • 棟XØ 計 • ,sKJ㎡#7'(;TX°�Ò ©  ‹

9N R  � 康Î }�N , '()�*?

?

［区分 基準Ⅲ-B-2 施設設備の維持管理を適切に行っている。］ 

��������	
����������  
� 1� 固< o 産管 規ç X 消耗品./ 貯蔵品管 規ç §#X Â¥ ß 規ç � Ž � 整

備'()�*  
� 2� ß 規ç �Õ) j cc 備X½ 品� 消耗品X 貯蔵品§�# 維ç 管 '()�*  
� 3� 火災È 震ñ 策X º 犯ñ 策����ß 規û# 整備'()�*  
� 4� 火災È 震ñ 策X º 犯ñ 策����<�=‰�� 訓練#À ()�*  
� 5� ]B ピì6 k‘D K7 � œ@ì l K˜ ñ 策#À ()�*  
� 6� 省’ ネルギ6  省o 源ñ 策Xf�¼È 球åæ •ð� 3 慮»‰ù¢()�*  

?

＜区分 基準Ⅲ-B-2 の現状＞ 

j cc 備� 維ç 管 �è)(�Xo�2-iYjklm�n 経 規ç r�+3QXo�

2-iYjklm�n 固< o 産./½ 品管 細ûr#<�X 管 '()�*��2-i

Yjklm�n 固< o 産./½ 品管 細û�?

災害./ 火災�¼X 緊急#œ~� Ni �ñ ê ~���XoYjklm��Yjkl

m������ú 危! 管 規ç r�+3QX 緊急時� 責Z h#<� 迅速�ñ 処UQ�

° 制#S ()�*�Yjklm��Yjklm������ú 危! 管 規ç �?

æ�X 消º c 備�<���# = H E X 火災#"<'� 避á 訓練#�M 寮�( = １E

Ò j '()�*?

]B ピì6 k‘D K7 � œ@ì l K˜ ñ 策S'(�X�8 ネõt ワ6 ö� " '(�

GァF ヤ6 ウォ6 ル# j '(;TXæ�FBk 6 ネõt� 接H 可� ‰]B ピì6 k�

è)(� ウF ルD ソGt�FBDt 6 ル#À ()�*?

省’ ネルギ6 ñ 策S'(�Xö 6 ルビí � ß 温 H›℃c<� ウォ67 ビí � ß 温 HI℃

c<�#Ò j '()�*æ�X デP BZ]Bt ´6 E 6 #Ì . 'Í� 需œ電ó�	 R

制御� 空„� み�#À ()�*?

?

＜テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の課題＞ 

危! 管 規ç # 作•'()�»X Ni 別� 詳細‰P \ ì™ ル» 作•UQ()‰)*

Ni 別� P \ ì™ ル# 整備 ' º 災§��� 訓練# P \ ì™ ル�+3QÒ j ~� � œ»
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V�*  
œ@ì l K˜ ñ 策#½ =�À ()�»XÓÏ , h•� œ@ì l K˜ ��» 遅¢

()�* „ = ³è 撃メ6 ル§�ñ ê ~���XÓÏ , h•� œ@ì l K˜ ��� •Ø

ル# l š� � œ»V�*  
 
＜テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の特記事項＞ 

特�‰'  
 
［テーマ 基準Ⅲ-C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

なし 

備付資料 

1. 学内ＬＡＮ設置状況 

2. マルチメディア教室、コンピュータ教室等の配置図 

 

［区分 基準Ⅲ-C-1 短期大学は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基

づいて学習成果を獲得させるために技術的資源を整備している。］ 

��������	
����������  
� 1� � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( ©ª サ6 ビDX �

	 =‰ ‚� X j cc 備�â l  充Ò# 図 ()�*  
� 2� � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( 情2©ª �â l �

" ~�t •6 \B グ#�M./� �[ � :; '()�*  
� 3� ©ª = o 源Sc 備� 両à �;)( 計画=� 維çX 整備'X }‡ ‰状態#•

ç'()�*  
� 4� � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( ©ª = o 源�� 3

# þ �¹ 直 'XN , '()�*  
� 5� � �[ »� �  ®ƒ‹ç r��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( ��F

�2 運営�N , UQ�d¶X�8�]B ピì6 k 整備#À ()�*  
� 6� � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)(X�M�� ‰‚�

���� � œ‰�8 LAN # 整備'()�*  
� 7� � [ �X @') 情2©ª ‰� #N , '(X 効 =‰ �� #À ()�*  
� 8� � �  �è‹ç ��� ‹ç† •Ò j � #$ �+3)( �� #À¶]B ピ

ì6 k� ß X P ルチメデ˜™ � ß X CALL � ß §� 特別� ß # 整備 '()

�*  
?

＜区分 基準Ⅲ-C-1 の現状＞ 

,�U�X�� ‹ç† •Ò j � #$ �+3QX+›�� � €./ �	 �� � €S

'( 情2©ª ��� � €# {X '()�* �� UÏ , ~�]B ピì6 k ß �X � c� Ž
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= 制��S5 , '()�*æ�X� ‰‚� � 側à ã”X 図書館�e�M»« , UQ�

C ソ]B] 6 m 6F LÀ] 6 m 6 Xグル6 プ� ‰ß #cg'()�*�M•� 情2:;

�XC ソ]BXD P6 tG ォB§ã”%>UQ��M ‚� ‘D K7 � UNIVERSAL?PASSPORT�

�dTÀ ()�*]B ピì6 k ß ./ 図書館�]B ピì6 k ! 器§�X � œ� êš

¹ 算# 計l 'Xâ l  充Ò� ð �()�*@ABCD8�X�8 LAN U ネõt ワ6 ö

# 構築 ' ( ; T X � � [ � 情 2 5 7 � � G ァ F ルサ 6 バ 6 F グル 6 プウェ™

� desknet's�#Ï , '()�* ネõt ワ6 ö‘D K7 �« , X 運, ./ 管 # 円滑�

À¶���X 情2 ネõt ワ6 ö‘D K7 � 管 � " ~� 規ç #c � ()�*?

�M� 情2©ª �â l ��XJ = £���o 情2 処 .	 r#XH =` ���o��

情2 l K E‘ 6 r# 卒�� _ � €S'( {X '()�*o 情2 処 .	 rU�X Windows

�+, 操作ã” WordX ExcelX PowerPoint �+, 操作#� ぶ*æ�Xo•� 情2 l K E

‘ 6 rU�X•� ôõ U � œSù¢� 情2 l K E‘ 6 #å� ï� ���X &' ‰ハ6

Z ウェ™X ソGt ウェ™�Ã“./ ©� # ‰« ~�ºS�dT 情2©ª �â l # 図 

()�*æ�Xº¢”� �� U�XÏ , � ß �C ソ]B��M� D> # 把握UQ�

ソGt ウェ™#Ì . 'X ‰熟> �â l # 図 ()�*� �[ �ñ'(�X,�» ½盟

'()� SPO^� 四¾ È���� �[� ó { ¸ ネõt ワ6 ö� F f�¼��9U { 催ù

¢�ø_b�;)(X プ• ゼB K6 ‘ L B ソGt F デ6 k Ø6 D ソGt�Ï , -X e

E 6 \B グ§�ø_ プ´ グE 7 » 準備ù¢(;TX�8 g �hã” }~ ø_ プ´ グE

7 � 情2:; #À ()�*?

]B ピì6 k ß �C ソ]B�è)(�X e= 春季./ 夏季休� �•#« , '( メB

K mBD#À)X ハ6 Z ウェ™ ソGt ウェ™両à � 維çX 管 #À ()�*æ�X

]B ピì6 k ß �C ソ]B�� åæ 復ž ソGt�FBDt 6 ル�dTX 不, ¥‰ 変ü

F ?t 録媒°ã”� ウF ルD 混. §ã”	 R =� º 御UQ�ñ 策# Xš ()�* 情2 ネ

õt ワ6 ö‘D K7 � 維ç�è)(X�8 サ6 バ6 XDFõ チy�X 情2 ‘D K7 運

, 委託� h�• 守./ 運, # 委託 '(;TX‘D K7 管 hS� •– �eSXf�•

ð� ð �()�*?

]B ピì6 k ß �C ソ]B§� ハ6 Z ウェ™./ ソGt ウェ™�è)(�X‘D K

7 管 hS 情2 ‘D K7 運, 委託� h» •– 'X 維çX 整備#À ()�*æ�X 図

書館�]B ピì6 k ! 器�X 図書‹ 経費� ¹ 算# 計l 'X 維çX 管 # 図 ()�*

º¢”� ½ îX�8�]B ピì6 k ! 器./ 情2 ネõt ワ6 ö‘D K7 §�ð°� Q

�TX 情2 ‘D K7 運, 委託� hS •– ' ©ª = o 源�¹ 直 '#À ()�*  
ネõt ワ6 ö� 接H '()�C ソ]B�X N¥ 局» 管 '()�e�»HŽ s台� � c

�Ž = 制���� [ X N¥�[ X-i,ú•7�# Ž• �Xæ�X� [ »© 般� ß U �

� � � �N , ~����� ¥‹ U• 管 '()�e�» s台VTXf¢”�]B ピì6 k

! 器�• 守管 �X‘D K7 管 h»9ú� 情2 ‘D K7 運, 委託� hS •– ' 整備

#À ()�*?

�8 LAN�]B ピì6 k ß X 図書館X� [ ø† ß ./ N¥ß # 網羅 '(;TXC ソ]

B§� ! 器#�8 LAN� 接H ù � �ºS»UQ�*æ�X� �[ ���8 LAN� IP™Z

• D#¸À'(;TX グル6 プウェ™XG ァF ルサ6 バ6 #« , UQ� åæ �V�*

‰;X�8 LAN�� �[, S�M , �� � X²³� ™ö œD# 制限~�ºSU œ@ì l
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K˜ � 注¥# 払 ()�*?

© 般� ß �;)(�X プ• ゼB K6 ‘ L B ソGt F 視聴覚! 器# � œ� êš (« ,

'(;TX]B ピì6 k ß U�XC ソ]B��M� D> # 把握UQ� ソGt ウェ™

#FBDt 6 ル 'X ‰熟> �â l �N , #'()�*‰;X • x ž=> �Ì . '��

M ‚� ‘D K7 � UNIVERSAL?PASSPORT��X • xH => ã” @�‰ !� # 追½ 'X ��

op � 3 Ö F‹ã � : & ° ÝX ÖK Dt�Ò j §»‘D K7 #z'(Àî�d¶�

‰ ()�*æ�X� [ �,�» ½盟 '()� SPO^U�ø_ プ´ グE 7 §» 準備ù¢

(;TX @') 情2©ª �N ,� ó#‹�() � � åæ �V�*?

�8��]B ピì6 k ß » H ß V�* ô ¯X]B ピì6 k ß �J����M , C ソ]

B s› 台S� [, C ソ]B H 台#cg'(;TX]B ピì6 k ß �H����M , C ソ

]B ÒI 台S� [, C ソ]B H 台#cg'()�*]B ピì6 k ß �J��X�M»Ï

,û 可#Ý¢ ばXr 曜日ã” 金曜日� �� 空Q時•� ` K時æU	Ç�« , UQ�*?

‰;X 図書館��X PÀ ] 6 m 6 � デDötõ プ³ C ソ]B JK 台X LÀ ] 6 m 6 �k

ブ• õt ³ C ソ]B surface # H s台X�M , � プlBk 6�,! 器S'(G ルjE 6

複Ø ! # J 台cg'()�*æ�X 図書館�, � 無線 LAN # 整備'()�ºSã”X

k ブ• õt ³ C ソ]BUV¢ ばX 図書館� � �’l ™ã”UeFBk 6 ネõt§•�

™ö œD F プlBt ™ウt»UQ�d¶�c<'(;TX) * ¢e { 館時UV¢ ばX

�M»	Ç�« , UQ�* LÀ ] 6 m 6 X グル6 プ� ‰ß ��X プ´9 ェök 6 e 備î

ï� (;TX ��F �M� グル6 プ� ‰�«N , ù¢()�*?

?

��8 LAN cg 状況�� P ルチメデ˜™ � ß X]B ピì6 k� ß §� 3 g 図�?

?

＜テーマ 基準Ⅲ-C技術的資源をはじめとするその他の教育資源の課題＞ 

™ö K˜ ブE 6 \B グ�ñ ê '�� ß » Ü ‰ÊX @') 情2©ª ‰� #N , '� �

�� €» Ü ‰)* ™ö K˜ ブE 6 \B グ�ñ ê '�� ß # ±Ù Ê 整備 'XÍ @� 情2

©ª #« , '� �� # {X ~� � œ»V�*  
�M�� ‰‚� � , )���‘D K7 � 構築» 遅¢()�*�MS� [ S� • 絡#

密�~���X 双# âU� ‹ã � F TÝT‰ � » 可� ‰��‘D K7 � 構築» � œU

V�*  
 
＜テーマ 基準Ⅲ-C技術的資源をはじめとするその他の教育資源の特記事項＞ 

特�‰'?

?

［テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源］ 
 

＜根拠資料＞ 

提出資料 

1. 第 2 期中・長期経営計画（平成 28 年度～32 年度） 

2. 計算書類概要（法人全体の活動区分資金収支計算書・貸借対照表、事業活動収支

計算書、財務状況調べ 平成 29･30･令和元年度） 
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3. 資金収支計算書・資金収支内訳書・貸借対照表（平成 29･30･令和元年度） 

4. 活動区分資金収支計算書・事業活動収支計算書・事業活動収支内訳表（平成 29・

30･令和元年度） 

5. 第 2 期中・長期経営計画 財務計画表（平成 29･30･令和元年度） 

6. 事業報告書（令和元年度） 

7. 予算書・事業計画書（令和 2 年度） 

備付資料 

1. 聖カタリナ大学・聖カタリナ大学短期大学部教育振興募金 

2. 財産目録及び計算書類（平成 29･30･令和元年度） 

 

［区分 基準Ⅲ-D-1 財的資源を適切に管理している。］ 

��������	
����������  
� 1� 計算書y§�+3QX Â = o 源# 把握 'X� 析'()�*  
 ① o 金収‚ ./ N� N R 収‚ �X 過去 3 = •� Q �T 均衡 '()�*  
 ② N� N R 収‚ � 収. 超過 � ‚• 超過� 状況�è)(Xf� Ç# 把握

'()�*  
 ③ 貸借ñ 照:� 状況» � ð� Þ 移'()�*  
 ④ ����� Â 政S�2-ið°� Â 政� " �# 把握 '()�*  
 ⑤ �����® H # 可� S~� Â 政# 維ç'()�*  
 ⑥ 退� 給与P� 金§#€= � ;T�PQ�(()�*  
 ⑦ o 産運, 規ç # 整備~�‰ � X o 産運, » }‡ UV�*  
 ⑧ ��ø† 経費� 経þ 収. � 20％ç> # 超î()�*  
 ⑨ ��ø† , � j cc 備./� ‰o 源� 図書§��è)(� o 金3 �» }

‡ UV�*  
 ⑩?4>b 計ñ � 監査¥¹•�ñ ê � }‡ UV�*  
 ⑪?寄ï 金� 募集./�2 債�¸À� }Š UV�*?

 ⑫ . �< [ 充足率X 収s< [ 充足率» 妥�‰ 水準UV�*?

 ⑬ 収s< [ 充足率�² ê '� Â¥ ° 質# 維ç'()�*  
� 2� Â = o 源# e=>}‡ � 管 '()�*  
 ①?�2-i./�����X± M � 計画�+3)� e=> � N� 計画S

¹ 算#X " �ú 	 �¥â# 集約'X }‡ ‰時�� 決<'()�*  
 ②?決<'� N� 計画S ¹ 算# 速F ã� " �ú 	 � 指&'()�*?

 ③?=>¹ 算# }Š � 執À'()�*?

 ④?日þ =‰ • 納�¥ # 円滑�Ò j 'X 経 責Z h# 経( NM � 2 告'(

)�*?

 ⑤?o 産./ o 金�7� ä 券# Ž• �� 管 S 運, �X o 産§� 管 台帳X

o 金• 納簿§� }‡ ‰b 計処 �+3)( t 録'X 安ðãè }Š � 管 

'()�*?

 ⑥?r R / 算:# er} 時� 作•'X 経 責Z h# 経( NM � 2 告'()

�*?
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［注¥ ］ 
+ 準Ⅲ-D-1 �è)(  
� a� 日,01�2 ÅÆ 5 済N�• �o< 量=‰ 経営判断指„ �+3Ê 経営状態��

��-ið°�w• 27 => ～r� B1～D3 ���~��2-i�X 経営| { 計

画# 策<'X	
���� 2 告書� 計画� 概œ# tB ~�* | { 計画書y� :

•op U�‰Ê 備ïop S~�*  
� b�Åú � � 省‹§�� 局0�ú ÍN 官� 指Ì# °� ()� õ Ø�Xf� 経過� 概œ

# tm ~�*  

 
＜区分 基準Ⅲ-D-1 の現状＞ 

o 金収‚ ./ N� N R 収‚ � 状況�è)(X��ú 	ö 独U¹�S N� N R 収 ‚ �

状況� HIJ ›�w• •I� => æU� 黒字UV �» HIJK� • x ž � => � 赤字� 転換 '

()�*� o 金収‚ 計算書 o 金収‚ 8 訳書 貸借ñ 照:�w• HK ･•I =>  • x ž=

> ��N R �� o 金収‚ 計算書 N� N R 収‚ 計算書 N� N R 収‚ 8 訳:�w• HK ･

•I =>  • x ž=> �?

��� N� N R �; � � ‚• 超過� 原因�è)(�XHIJ › �w• •I� => ã” . �

< [ 割¢' HIJK� • x ž � => æU H )()�ºSSXHIJK� • x ž � => �� 老朽

Æ'����½�ÝT 壊'�d� o 産処�ì 額» 影響'()�*?

�nð°� 貸借ñ 照:� 状況�è)(� HIJ q�w• HK� = Ž r X � c� ４= 制��

� z •� � #cg'�ºS�dT M � 借. 金»¸M'Xf¢þ €b 負債比率./ 負債

比率» l 昇 '�»Xf� ` � 横ば) 状態UV�*?

�nð°�'������M ± � Ü ‰)�� ､Â 政à U� 影響� Ü ‰)e��X 収s

< [ 割¢»º¢þ lH ÊS 影響 � 無視UQ‰Ê‰� ｡�2 , È./�½§ 固< o 産�

£ 7 割Øe Ù ÊX â` X 老朽Æ'��½�ÝT 壊 '§#}��S o 産処�ì 額�d�

‚•Î »¹ 込æ¢�*� 計算書y 概œ�-ið°�N R �� o 金収‚ 計算書 貸借ñ 照

:X N� N R 収‚ 計算書X Â¥ 状況k $b »N 録? w• HK•I • x ž=> �?

日,01�2 ･5 済N�• � ｢< 量= 経営判断指„ �+3Ê 経営状態����-ið

°� ｣�XHIJ › �w• •I� => æU� Šþ 状態� 低�� AH UV �» ､HIJK� • x ž �

=> � 経営àá 状態� ¹ 備= øù BI S‰TX���® H � 注¥#œ~� Â 政状態S‰

 ()� ｡?

退� 給与P� 金�è)(� HIJJ�w• H Ò� => ã” JI = •U sI %ã” JII %•P�

計l # 計画 'ÒÀ'()� ｡?

o 産運, �è)(� ､｢�2-iYjklm�n o 金運 , 規ç ｣�+3Q 運, '( ;

T }‡ UV� ｡?

HIJK� • x ž � => �����ø† 経費� 経þ 収. � • sWÒ%# 占�(;T }‡ UV� ｡?

��ø† , � j cc 備./ 図書§� ¹ 算3 ��è(�Óú 	 � ¹ 算œ求�+3Q ¹

算委[ bU� 討 ' o 金� バEBD#Ý � l U ¹ 算3 �#À ()� ｡?

4>b 計ñ � 監査¥¹•�ñ ê �è)(� ､随時ñ ê '()� ｡?
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寄ï 金� 募集�è)(�-i,údT }Š �À ()� ｡�2 債�¸À'()‰) ｡?

�Yjklm��Yjklm������ú�� ÅÆ 募金�?

. �< [ 充足率� ､HIJq�w• HK� => JI sWI%XHIJ › �w• •I� => K•WI%XHIJK

� • x ž � => q KWI%UVT ､æ� ､< [ 充足率�è)(� ､HIJq�w• HK� => JJIWs%X

HIJK w• •I� => JIIWs%XHIHI� • x ž � => › •Ws%UVT ､=' X ÛÜ '()� ｡?

HIHI� • x ž � => U� 収s< [ � 満� '(;” * Xº�ææ< [ 割¢» H ÊS�

9 ö 独��M 納ï 金�d� 運営�á'Ê‰�*æ� ､j cc 備� 老朽Æ�ñ ê ~� Û �

償却P� 特< o 産§•� o 金O�»UQ()‰)�� ､�� �½§��( 替 î 時 � 備

î� � œ»V� ｡?

�2-i./ � �� � � ､± ･M � 経営計画 �+3)� e=> � N� 計画S ¹ 算# ､

" �ú 	 �¥â# 集約 ' ､}‡ ‰時�� 決<'()�*� N�2 告書� • x ž=> �� ¹

算書 N� 計画書� • x 2 => ��  
決<'� N� 計画S ¹ 算# 速F ã� " �ú 	 �zÃ'()� ｡ 
=>¹ 算�è)(ú 	 責Z h� 了承# « � l U }Š � 執À'()�*  
日þ =‰ • 納�¥ � 経 責Z h� 管 � U 円滑�Ò j '(;TXæ�X 経 責Z h

�4>b 計ñ �d� 監査� 状況# NM � 2 告#À ()�*  
o 産./ o 金� 管 S 運, �è)(�X o 産管 ‘D K7 ./�2b 計‘D K7 #

, ) 安ðãè }Š � 管 '()�*� Â 産€ 録./ 計算書y�w• 29･30･• x ž=> �  
r R / 算:� 作•�Xb 計‹ �i [ 不足�dTX 半� ごS'ã 作•UQ()‰)X

æ�X 2 告�X 経 責Z h»� M � 2 告#À ()�*  
 
［区分 基準Ⅲ-D-2 日本私立学校振興・共済事業団の経営判断指標等に基づき実態

を把握し、財政上の安定を確保するよう計画を策定し、管理している。］ 

��������	
����������  
� 1� ����� 将€ 像»$%�‰ ()�*  
� 2� �����ƒ み 弱み‰� � 客�=‰ åæ � 析#À ()�*  
� 3� 経営Ò態X Â 政状況�+3)(X 経営� | {� 計画# 策<'()�*  

 ① �M 募集ñ 策S� 納金計画»$%UV�*  
 ② i N 計画» }‡ UV�*  
 ③ j cc 備� 将€ 計画»$ 瞭UV�*  
 ④ 9ú o 金� 獲« X 遊休o 産� 処�§� 計画#ç ()�*  

� 4� ����ð°./� �  �è‹ç ごS� }‡ ‰< [ 管 Sf¢�¹Ø¶ 経

費�i Ì 費X j cc 備費�� バEBD»S¢()�*  
� 5� �8�ñ~� 経営情2 �4 { S 危! ¥“�57»UQ()�*  

?

＜区分 基準Ⅲ-D-2 の現状＞ 

,�� HIIJ�w• J•� => þ 降•�� � J � � � 構•S‰ ()�*p ¿  8U�

•�� �" ��� � #cg'()������,�# Ž � Ž 2�J 2� HIJ ›�w• •I�

=> ã” 募集#± 止�UÓ��� £ ¯~�Èë»� 散 '()�*•� ñ  ¡¢ n� h

� o� Ý «¦§ h� Ù ) 状態� H )(�)�e��XHIJ Ò�w• H › � => XHIJ q�w
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• HK� => � . �< [ ./ 収s< [ # 充足 '()�»XHIJ ›�w• •I = � >./ � 於

)(� K• 名XHIJK = �� qK名XHIHI = �� › • 名�< [ � JII 名�S< [ 割¢#;

º'()�*����ú� 将€ �è)(� 将€ 計画委[ bU•�� � # Ž = 制• 移À

~�ºSe Ž �� 討 '(Q()�»X ô 状U�•�� � S � c~� Ž = 制��S� •

– # � �� # 策»} ) U)�*?

HIJ› �w• •I� = � H )( HIHI = �e SWOT � 析#Ò j 'X,��ƒ み�� [ S�

M� 距離» 近)ºS F ピ™ノ練‰ß » 充Ò'()�ºSX 就� 率� HIJ•�w• H s� =

> þ 降e= JII ％S 好” # 残'()�ºSX 弱みS'(�@ABCD» vwx ±äú

dT 遠)��z�� 便» 悪Ê 敬遠ù¢»·S�� 析” »U()�*?

����úU�oü H �± M � 経営計画rHIJ Ò�w• H › � => ã” HIHI� • x H�

=> æU� sヶ= � 経営計画# 策<'��ü H �± M � 経営計画�w• H › => ～HIHI

=> ���ü H �± M � 経営計画? Â¥ 計画:�w• H › XHK => �# 作•' 管 '(

)�*HIJ q�w• HK = ���± M � 経営計画[ b# { Q H = €�����#À)X

HIJÒ�w• H › � => ã” e={ ã¢()�o± M � 経営計画委[ b Þ } g �hb » r

� 於)(�dT 具°=‰Ò ¥g �h •Ø ルU� 計画8s�����#À)X€ „ S

� 乖離» 著 ') õ Ø�ñ 策nF _ Šn #� 討 '(Q�*HIJ › �w• •I� = ±��oü

H �± M � 経営計画r�±•È�����ºSã” 過去 H= •�Ò 績# 踏æî N� 計

画�¹ 直'§�dT Â¥ 計画�_ Š #À �*æ�Xoü H �± M � 経営計画r�Í

終=> UV� HIHI => ��X± M � 経営計画委[ b�;)( 過去 s = •� b �� 並

/���#À¶SSe�Xoü • �± M � 経営計画�HIHJ� • x •� => ã” HIH s� •

x q� => æU�r�� 討 策<#À �*?

日,01�2 ÅÆ 5 済N�• o 経営状況判断指„ rU�����ú� HIJ Ò�w•

H› � => � AH� Šþ 状態� 低��S£ => æU� BI� 経営àá 状態� ¹ 備= øù �ã

” | {'XHIJ q�w• HK� => e AH f'( HIJ › �w• •I� => 決算e AH S‰ �*

'ã'XHIJK� • x ž � => � BIXù”� HIHI� • x H� => � BH� 経営àá 状態�‹��

S‰ (;TXHIHJ� • x •� => þ 降� 経営| {�â � �ÝT ( み#}�()�*?

�M 募集�è)(�oü H �± M � 経営計画r� ö=>N� 計画�€ „ ŠS'(

����ú� . �h ± #c<'Xf� 達•�â � ��M 募集� = • 計画��� k $bX

J6 プB@ABCDX}�² 談bX‹2 訪問X �2 N R §�# 策<'()�*æ��

納金計画�è)(�p ¿  8� 家計� 状況F ¼������� 納金� 状況X,�� 規

模F 経営状況‰� # ƒ 慮'(,��� 納金#c<'()�*?

i N 計画�è)(�����cg+ 準�<��� [± #%•'X< = 退� ~�� [

時�./i ± #lDt�'( 管 '(;TX����cg+ 準�<�� � œ‰� �±

e ƒ 慮� . ¢�� [ � = 齢構•� }Š Æ# 図 ()�*HIJ q�w• HK� => �� �Z

� [ J 名»< = 退� '�»X 特Z � � U 再雇, XHIJ › �w• •I� => 末�� H 名� �

Z � [ »< = 退� ~�» H 名Se 特Z � � S'( 再雇, '�*æ�X����cg+

準�<�� �Z � [± � JJ 名UXHIJ › �w• •I� => � J 名Î � JH 名UV�»� �

± � Ž 名UV�*HIJ › �w• •I = � › r 末� J 名» ÝC 退� 'XHIJK� • x ž � =>

ã”� JJ 名�¶·� � � Ž 名�UV�*?

j c 整備�è)(�X 将€ =‰ j c� 整備# 踏æî� l UÓ => � N� 計画�+3
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Q計画ù¢(;TXHIJ Ò�w• H › � => �•�� � 棟9 壁工N #Ò j '� ほã IÀT ‘

D K7 運, 整備XHIJ q�w• HK� => �•�� � �M opß! 器備品整備XHIJ › �w

• •I� => �tF • �©ú | _ F ユ\ バ6 サルCD Ã6 t�Ì . #À �*æ�XHIHI

� • x H� => ��X Ù €= 屋8 運Rõ o デÃ ルK r» 竣工 '�*?

9úø† 費§� 獲« �X � �ø† 費�5¨ø†�� H Ì UV �*� � �ø† 費補µ

金§X9úø† o 金� 獲« © 覧:? • x ž H => �æ�X 遊休o 産�è)(�X ô ¯

Ï , ù¢()‰)� ß ú ß ø† ß � 再« , # Ž �� 討 '(;TX 旧� 康栄� � �

�2 舎./ j c� 処��è)(ePQ H Q� 討'()�*?

oü H �± M � 経営計画r� ö=>Â¥ 計画� 於)( . �h ± ./�M b± �€

„ Š#c<'(�M 募集N R #�� (;TX,�•�� � �< [ 管 � }‡ �À Q

¢()�*æ�Xi Ì 費�è)(� 採, �V�T • = � Z � ï QU� 採, S~�‰ �

i Ì 費� 削Û � ð �XHIJŽ�w• H Ò� = JHr �þ € 半� ごS� ‚ 給ù¢� ¤ 勉O��

©ú 削Û » H )()�*‰; HIJ q�w• HK� => ��MM 徒§ 納ï 金比率 qHWs％Xi

Ì 費比率 sqW›％X��ø† 費比率 HqWÒ％UXð ¾ w 均Š# 若干�E �� 日,01�2

ÅÆ 5 済N�• ow• HK => 版â 日�0� Â 政r����ú 	 � 経費‚• S‰ (

)�*?

e=> X� � b� 於)(� ¹ 算./ 決算� " ~�b 計情2 # o 金収 ‚ 計算書./ 消

費収‚ 計算書�+3QX o 金収‚ �8sX 消費収‚ �8sX 帰属収 ‚ ì 額� ‚• 超過

� 状況Xi Ì 費比率./i Ì 費Ý ® 率X��ø† 経費比率‰� �è)(X 経 責Z h

UV�b 計‹M ã” 2 告 '()�*æ�X e= X Â¥ 状況k $b# { 催 'Xð� �[

�ñ'(,�� 経営状況�è)( 具°=‰ Â¥" � op #&'( k $#À)X 経営|

{�â � (i Ì 費�©ú# 削Û ~�ºS•� ’ ó# Ý ×~�SSe�X 危! ¥“�5

7Æ# 図 ()�*æ�X,�� 567869 ./� 2 jklm� Â¥" � op # A

B 'X,�n� 経営状態�è)( 情2 #4:'()�*?

?

＜テーマ 基準Ⅲ-D財的資源の課題＞ 

j cc 備� 老朽Æ�ñ ê ~� Û � 償却P� 特< o 産§� o 金O�(»UQ()‰)*

老朽Æj c� ‹ã S'(X 家政館 旧) * み寮�ÝT 壊 'XYjklm 56 ル� 耐震

補ƒ 工N §» 残 ()��UX â` 計画=� o 金# 積み1( 老朽Æj c�ÝT 壊 '‰

� #À¶ � œ»V�*  
r R / 算:# er} 時作•UQ()‰)*i=œ 因�dTX 作•UQ()‰)��X

b 計‹ � N¥ � 掌./ ‹ � 再† #À¶ � œ»V�*  
?  
＜テーマ 基準Ⅲ-D財的資源の特記事項＞ 

特�‰'?

?

＜基準Ⅲ 教育資源と財的資源の改善状況・改善計画＞ 

（a） 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した改善

計画の実行状況 

ø†N R � õ � ¸ ����� �Z � [ �9ú o 金獲« 充�S� 言î * æ�X = •ø
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† 計画�+3)�ø† 費� 傾斜3 �§�ø†N R‚� e ]^ 委[ b§� ‹ã S‰ ()

�»X� 討�} ) U)‰)*?

S^ 委[ b�d� �ZN¥�[ �Ôi 別ø_ 計画� 作•�} ) U)‰)*?

HIJŽ�w• H Ò� => �¹ 直'»À Q ¢� N¥ � 掌� 照”'Ó ‹ � 3 gù¢()� N

¥�[± ./ �¥ 8s�è)(�Ó => �i N í R §� 絡み‹M b » Uo }‡ ‰i N

管 r» » 論ù¢(�)�»i= o 源� 効率Æ� 充� 図”¢()‰)*?

HIJ•�w• H s� = Ž rj À� |Š 労働契約-# °� (�• 雇, �� �[ #ñ i S?

'( 就� 規û�©ú |Š # HIJ › �w• •I� = Ž r J日ï� UÒ j '�*?

HIJK� • x ž � => ã” Web #« , '��M ‚� ‘D K7 � UNIVERSAL?PASSPORT�

�Ì . »Ò ô 'f� •– �dT b Ø N¥ ‘D K7 � GAKUEN��è)(e 効率Æ» 図”

¢�ºS»� 待UQ�*?

�8� 無線 LAN åæ � 整備�è)(�� 討»}�”¢ ='¸ 張»À Q ¢(�)�»X

ð(�� ß ��Ò ô '()‰)*æ�X� [ � 情2©ª �« , 状況„ 査e HIJ s�w•

Hq� => ã”ú�=�%>#À ()�» 積% =‰ 情2©ª |}�� 至 ()‰)*?

図書館視聴覚ß �è)(� 簡易³ E 6 \B グ] モB í S'( åæ 整備»Ò j ù¢ HIJ s

�w• H q� => ã” 運, ù¢()�*?

旧耐震��½�è)(� HIJ s�w• H q� => � 管 棟./�� H 号棟X• 号棟� 耐

震補ƒ 工N »Ò j ù¢�* 障害h�ñ~� バ l ™Gl 6 Æ§�è)(�X•�� � 棟

� ø ì D 消» 未だ‰ù¢()‰)*?

æ�X 遊休o 産� 処��è)(�±� 計画» 策<ù¢()‰)*?

º 災ñ 策S'(� 避á 訓練�Ò j �è)(�X 寮M�ñ'(� e=> Ò j '()�

»X �� 時•±�¯�M�ñ'(�‘ ェFö ™ウt 訓練 'ãÀ ()‰)*  
 
（b） 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

� [(… �è)( = 齢構•# ƒ 慮 '(� 採,F 昇Z § Ž �¹ 直 ' � 急¥ UVT â`

i N 委[ bU� 討 '(¤Ê*f� � 若O� [ � 採, �d�i Ì 費� 抑制‰� e ƒ 慮'

� 討~�*?

9úø† o 金� 獲« �è)(�� [ »	 覚¥“#e (€ 指~ºS» � œUVTº

� 趣旨# 徹ôù � �*º��� €=> ã” ]^ 委[ b§U = •ø† 計画�+3)�ø†

費� 傾斜3 �§#Ò 効6�V�e��~���� (… = ‚� ./4w6�V���#

‹ã S'(� 討 '(¤Ê*?

N¥(… � (… =����#À)X | { # 策# 打· • ~ºS�è)(� b¥‹ f

'( ‹M b » §U ‹ã S'(PQ H Q� 討 '(¤Ê*?

危! 管 � " '(�b 計‹ »±äS‰ ( Ni 別� P \ ì™ ル# 作•X 整備 ' f¢

� î  � 訓練�Ò j # 計画~�* œ@ì l K˜ ñ 策�è)(eÏ , h•�o�� •Ø

ルr#â l ù � � � œ»VTXHIJ q�w• HK� => �ü J E €� 情2œ @ì l K˜ �

�#Ò j '�*?

™ö K˜ ブE 6 \B グ�è)(�Xñ ê UQ�� ß �c 備整備» 遅¢(;T øù =

� 整備#}�� ¹ <UV�*æ�X ™ö K˜ ブE 6 \B グ�ñ ê '����O-�è

)( SPO^ ø_§#�)�N , '� [ »�� # -#_ « UQ�d¶ø_ 計画# 策<~�*?
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��‘D K7 �è)(� HIJK� • x ž � => � ユ\ バ6 サルCD Ã6 t�Ì . # 済

æ � �ºS�dTX�MS� [ S� 双# â� • 絡» 密S‰Tþ£dT 充Ò'��M ‚

� ° 制� 構築»} ) U)�*?

����ú� { 2þ € s I = 余» 経過 ' j cc 備� 老朽Æ./ 撤去~•Q j c�ñ ê

~�•Ê Û � 償却P� 特< o 産§� o 金O�»UQ()‰)* â` 計画=� o 金# 積

み1( 老朽Æ./ 不Ï , � j c� 撤去‰� #À¶ � œ»VTX ¹ 算† •‰ � � " ' Â

¥ 委[ b� ‹ã S'(� 討~� � œ»V�*?

. �< [ 充足�è)( HIJ Ò�w• H › � => XHIJ q�w• HK� => � JJI ％台S 好„

UV �»XHIJ › �w• •I� => ã” HIJK� • x ž � => XHIHI� • x H� => S •

H '( JII ％# 割T 込みXÛ') 状況S‰ ()�* Â¥ =�� 日,01�2 ÅÆ 5

済N�• o 経営状況判断指„ rU�����ú� HIJ Ò�w• H › � => � AH� Šþ 状態

� 低��S£ => æU� BI� 経営àá 状態� ¹ 備= øù �ã” | {'XHIJ q�w• HK�

=> XHIJ › �w• •I� => S •H '( AH UV �»XHIJK� • x ž � => � BI �É

TXù”� HIHI� • x H� => � BH� 経営àá 状態�‹�S‰ ()�*< [ 充足à

�; � � 状況悪Æ�d�e�UVTX ./  募集委[ b F ����ú8�;)(�M

募集U�< [ %•�â � �ñ 策# 早急�� 討 'Ò j ~�ºS» 急¥ UV�*?

â` 安<'� Â 政+ � èÊT»�Q‰ ‹ã UVT "• � 委[ b§U� 討# {? ~�*?

@Aõ‘ ì G ´6 � 管 # ? � ¹ 算X 決算‰� � 経 à •�ñ ê X j c 管 ‰ � 管 

à �ñ ê » 複雑Æ'()�ºSã”b 計‹ � N¥ � 掌./ 再† #}�(Q�»X â`

eù”‰� 充Ò# 図 ()Ê*?

? ?
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【基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス】 
 
［テーマ 基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ］ 

 

＜根拠資料＞ 

備付資料 

1. 理事長の履歴書 

2. 学校法人聖カタリナ学園寄附行為 

3. 学校法人聖カタリナ学園寄附行為施行細則 

4. 学校法人聖カタリナ学園経理規程 

5. 理事会議事録 

6. 聖カタリナ大学短期大学部 大学評価委員会規程 

7. 理事長ヒアリング実施枠（日程表） 

8. 理事長ヒアリング内容記録・規程集 

9. 理事の履歴書 

10. 学校法人聖カタリナ学園任免に関する規程 

11. 学校法人聖カタリナ学園就業規則 

12. 中・長期経営計画に関する規程 

 

［区分 基準Ⅳ-A-1 理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。］ 

��������	
����������  
� 1�  NM �X�2-i� 運営ð 般�l 6 ダ6 ‘õ プ# }‡ �¸ 揮'()�*  

 ①  NM �X������� !X��€=€ „ # D 'X�2-i

�¸ï� 寄与UQ�hUV�*  
 ②  NM �X�2-i# 代:'Xf� �¥ # b  '()�*  
 ③  NM �X e b 計=> 終了` 2 r þ8�X 監N � 監査# °�  N b� »

決# 経� 決算./ N� �Ò 績� Â 産€ 録X貸借ñ 照:X 収‚ 計算書./

N�2 告書�#� »[ b� 2 告'Xf�¥¹# 求�()�*  
� 2�  NM �X 寄附ÀÁ� 規<�+3)( N b# { 催 'X�2-i�¥ 思決

< !" S'( }‡ � 運営'()�*  
 ①  N b�X�2-i� �¥ # 決'X N � �¥ � 執À# 監督 '()�*  
 ②  N b�X NM » 招集 'X »M # ¥ �()�*  
 ③  N b�X> ä ���ñ~� a 割#  �' 責Z # 負 ()�*  
 ④  N b�X�����¸ï����X�89� � œ‰情2 # 収集 '()

�*  
 ⑤  N b�X����� 運営� " ~�-=‰ 責Z »V�ºS#>“'()

�*  

様式 8－基準Ⅳ 
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 ⑥  N b�X�2-i 運営./���� 運営� � œ‰規ç # 整備 '()

�*  
� 3�  N �X- • ./ 寄附ÀÁ�+3Q }‡ � 構•ù¢()�*  

 ①  N �X�2-i������# D 'Xf�-i� � ð‰ 経営�è)

(�“./“¹#7'()�*  
 ②  N �X01�2-� a[ � ®Z � 規<�+3Q ®Z ù¢()�*  
? ③?寄附ÀÁ��2��-2 M ./� [ � 欠�N Ç� 規<# 準, '()�* ?

?

＜区分 基準Ⅳ-A-1 の現状＞ 

 NM �X,-i�cg 母°UV�jtlõöYZ[\]^�_`ab� 属~�‘

Dk 6 UVTXjtlõö���+3Ê�����•� D � � ÊXæ�X,�U�

� [ 経0 #7'()�ºSã”X�� ôõ �; � ��� ! F ��€=€ „ �Îœ

6 F 7 , 6# Š 'Ê D '()�� NM � 履歴書�*æ�X�����§� D 浸透

#€=�X�M#ñ i S~� NMX_ # = � J E Ò j '()�¼X� [ �ñ'(�

採, � � � @Z � [ ø_S'(Ô 別� k $~�‰ � X	”� a 割S'(>“'X GH

'(Ò ó '()�*º�d¶‰N R �±UX�����opSq r� D #µ � �

e�S'(X 端=‰: ô o Àharity?for?Your?NeighboursW～V‰�� 隣i#� ‡ � ～r

�‘’m�Yjklm� 言葉�#Dö 6 ルモõt －S'(<��‰ � X�����#

dTå 近‰e�S~���� 工夫� ð �()�*º�d¶� NM �X�����

�� !X��€=€ „ # D 'X�2-i�¸ï� 寄与UQ�hUV�*?

,-i� 管 運営�è)(�X N b./� »[ b»À)X 代:ª� NM � み�

ï 与~� 旨寄附ÀÁ�<�”¢(;TX NM �X�2-i# 代: 'Xf� �¥ # b

 '()���2-iYjklm�n 寄附ÀÁ�*?

 NM �X e b 計=> 終了` H r þ8�X 監N � 監査# °�  N b� » 決# « � 決

算./ N� �Ò 績� Â 産€ 録X 貸借ñ 照:X 収‚ 計算書./ N�2 告書�#� »[ b

� 2 告 'Xf�¥¹# 求�()���2-iYjklm�n 寄附ÀÁX�2-iYj

klm�n 経 規ç �*?

 N b�X ほぼer  NM » 招集 'X »M # ¥ �( { 催ù¢X�2-i�¥ 思決<

!" S'( }‡ � 運営ù¢()�* N b��Xo�2-iYjklm�n 寄附ÀÁr

./o�2-iYjklm�n 寄附ÀÁ j À 細ûr�+3)(X 経営#$FM � 経営

計画XÎœ‰ 制>F 規ç � 制< | 廃Xcg2�� �  ‹ç §�cg 廃止XÎœ‰

契約� “”  変ü  D 約X 固< o 産�J Ì J,III 万円þ l ��Ý « Ï , €= 変ü Xi

N  給与� " ~�Îœ‰ N1 § ' X,-i� }Š ‰�¥ 運営� � œ‰N1 » 審» ù¢

(;TX N b�X�2-i� �¥ # 決 'X N � �¥ � 執À# 監督 '()�� N

b »N 録�*?

,����ø†§� b Ø=‰ 状況�è)(X> ä �� !" �d�> ä ��# °� �

e�S'X N b�X> ä ���ñ~� a 割#  �' 責Z # 負 ()��Yjklm

������ú���� 委[ b 規ç �*?

,��¸ï� o ~��89� 情2 収集�è)(�X-i,ú N¥ 局V�)�,��

�� ‹ X�� 委[ b§»À)X � œ� êš ( N b� 2 告'X N b�7 効�N , 'X
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,�¸ï���� a 1(()�*æ�X NMë™ lB グ# = J E X,-i�cg~

�ð JI 2�;)(Ò j '(;TXcg2�� �[ S� 直接ñ _ #S;'( NM 	”

»�89� 情2 収集� ð �X N b�;)( b 括~�‰ � '(X N S�57Æ./

f�7 効N , # 図 ()�� NMë™ lB グÒ j 枠X NMë™ lB グ8s t 録X

 N b »N 録�*?

 N b�X,�� 運営� " ~�-=‰ 責Z »V�ºS�è)(>“'(;TX ” X

 N b ï»N1 � ÙÚ � Q � ()�*?

 N �X�2-i������# D 'X-i� � ð‰ 経営�è)(�“./“¹

#7'()�� N � 履歴書�*æ�X N �X01�2-� a[ � ®Z � 規<�+3

QXo�2-iYjklm�n 寄附ÀÁr�<��dT }Š � ®Z ù¢(;TXf�8

訳�X-i�cg 母°UV�YZ[\]^�_`ab 代: a[ J iX���� M J iX

� �[ �¶·ã”YZ[\]^�_`ab 代: a[ �d� Þ 薦# °�  N b�;)(

®Z ù¢� Ž iX� »[ �³ ® �d ( ®Z ù¢� • i� 計 K iS 規<ù¢()�*

æ�XHIJK�w• •J� = Ž r J 日��X‹§���_� ‚�@ 制> � !" œÌ �ñ ê

'X�9hUV� N # H 名» ®Z '()�*‰;Xo�2��-ü K ý�2 M ./ 欠

�N Ç�r� 規<�Xo�2-iYjklm�n 寄附ÀÁr� 準, ù¢()�*?

?  
＜テーマ 基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップの課題＞ 

,�U�X�n./Ó�2� M �= ビ9L B�eSX€ „ #$%�'X±�=‰ 将

€ 計画S 具°=À R 計画#&~o± M � 経営計画r# HIJJ�w• H•� => ã” 策<

'()�*HIHI� • x H� => �XH �€Í 終=> S‰TXJ �H �#z š (�ÝT

( み�dTXo± M � 経営計画r»�nð°V�)�Ó�2� 浸透< 着Æ'�S>

“'()�*'ã'‰»”Xo± M � 経営計画r�d� 経営| {�è)(�X© 層�

ð ó#œ~�*?

HIHJ� • x •� => ã”Dk 6 t~�oü • �± M � 経営計画� • x • ～q => �r

�;)(�X� � b#� š �S~��8Ó (… §�¥¹# 聴Ý'‰»”Xf�} 捗状

況F € „ 達• 状況§# } 時%>'X NM �l 6 ダ6 ‘õ プ� � X 経営| {# Þ }~

�ºSS~�*?

 
＜テーマ 基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップの特記事項＞ 

特�‰'  
?

［テーマ 基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップ］ 

 

＜根拠資料＞ 

備付資料 

1. 学長の個人調書 

2. 教授会議事録 2019 令和元）年度・2020（令和 2）年度 

3. 委員会等議事録（財務委員会、将来計画委員会、教学マネジメント委員会、人事

委員会、FD委員会、奨学制度運営委員会、大学評価委員会） 
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［区分 基準Ⅳ-B-1 学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制

が確立している。］ 

��������	
����������  
� 1� � M �X����� 運営ð 般�l 6 ダ6 ‘õ プ#¸ 揮'()�*  

 ①?� M �X�� 運営�Í‹ 責Z hS'(Xf�ª 限S 責Z �;)(X� �

b�¥¹# Í 酌 '(Í 終=‰ 判断#À ()�*  
 ② � M �Xi � »‹ 潔UX�“» 優¢XãèX�� 運営� " '“¹#7'

()�*  
 ③ � M �X������+3Ê��ø†# Þ }'X�����â l  充Ò

�â � ( ð ó'()�*  
 ④ � M �X�M�ñ~� 懲戒� 退�X 停�./ 訓告� 処���O H #<�

()�*  
 ⑤ � M �X2 ¥ #èãù � TX £ 属�[ # 統督'()�*  
 ⑥ � M �X� M®ƒ 規ç §�+3Q ®Z ù¢X�� 運営� �¥ 遂À� ð �

()�*  
� 2� � M §�X� � b#�û§� 規<�+3)( { 催'X�������ø†

l � 審»!" S'( }‡ � 運営'()�*  
 ① � � b# 審»!" S'( }‡ � 運営'()�*  
 ② � M �X� � b»¥¹# m •� N1 #� � b� - Ã'()�*  
 ③ � M �X�M� . �X 卒� X ‹ç �_ 了X� ÷ � � 与./	” � œS<

����ø†� " ~�Îœ N1 �è)(� � b�¥¹# 聴Ý'� l U

決<'()�*  
 ④ � M §�X� � b 規ç §�+3Q� � b# { 催'X � c��SØ¨U 審

» ~� N1 »V� õ Ø��Xf� 規ç #7'()�*  
 ⑤ � � b� »N 録# 整備'()�*  
 ⑥ � � b�X� ‰•  ./ 三è� #$ �ñ~�>“#57'()�*  
 ⑦ � M �� � b� � ��� l � 委[ b§# 規ç §�+3)(cg' }

‡ � 運営'()�*  
?

＜区分 基準Ⅳ-B-1 の現状＞ 

,�� M �Xf�“¹Sl 6 ダ6 ‘õ プ# 運営ð 般� Q �T¸ 揮 'X 特��� 運営

�Í‹ 責Z hS'(�ª 限S 責Z #7'()�	 覚#çèS¨ 時�X� � b�V (

� »M # ¥ �� � b�¥¹# 聞QXÍ 終� 決<#À ()�*?

Yjklm������ú� M®ƒ 規ç ü J ý�;)(oYjklm������

ú�� M �XYjklm���� M #e ( 充(�rS 規<ù¢(;TXYjklm

��� M®ƒ 規ç ü H ý�o� M �jtlõö� 熱ä‰ 遵泰hUV�ºS# 原ûS~

�*� だ'XR�Ó 号���~�hU‹ 潔‰i � h�±ã” ®Z ~�ºS»UQ�*�J�

��»@lDt�= ëì6P \ í7 �+3Ê‹ > ���Sø†#¸ï � '��ÏÐ#

7~�ºS#>“~�h*�H ）大学の創立以€Ù くのÕ 人が心血をæいで築きあげて
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きた学風を尊重する者。（3）絶え* 生生発展してF まない学ª 文化の向l に�� する

ã 意を有する者」と� 定されており（聖カタリナ大学短期大学部学M®ƒ � ç 、聖カ

タリナ大学学M®ƒ � ç ）、短大設置基s 第 22 条の 2 に� 定する学M のo� と• 分合

致する。本学学M は、2001（平成 13）= 4 r に	 Z して以€ 、ô 在まで学M として¥

めている。その間、L 本カトリック短期大学• 盟、L 本カトリック大学• 盟、L 本カ

トリック学校• 合会、L 本私立短期大学’ 会等で要� を¥ め（学M の>§M ）、また、

トッ� リ6 @6 を対 i とした研修会Fk 明会にも—%的にÍ½ し、�ð のÐ れを的確

にとらえカトリック教育F 短期大学教育にこれらを生かし、本学 ]^ 3 [M としても各

教[ の�� 評価の分析、� 導を行い（聖カタリナ大学短期大学部 ]^ 3 [ 会� ç ）、研

究においては自らがキリスト教研究£ の£M を¥ めるな� （キリスト教研究£ 発• 簿）、

大学•À のための識見を有している。 

本学はカトリック短期大学としてキリスト教的人間観を根底にした建学の精神を大

学の中核として教育理念、教育目的を揚げている。（聖カタリナ大学短期大学部学則第

1 条） 

本学学M は、1941（昭和 1Ò）= ス8 イン¾ で生まれドミニコ会が•À する聖トP ス

大学で学ñ 、修ñ の学÷ を取« し、カトリック司Ð となっている。（学M の>§M ）学

M はþ L 頃から建学の精神を根底にすえた教育の重要性とそのY ô 化をÞ 進し、大学

評価3 [M として「w の向l 」を念î においた大学のo 実にð めている。（キャンパス

ライフ、聖カタリナ大学短期大学部大学評価3 [ 会� ç ） 

学生に対する懲戒（退学、停学及び¨# のS 分）の手H については、2020（• 和 2）

= 4 r 1 L から、「聖カタリナ大学短期大学部学生懲戒� ç 」をI 定し• , を{? した。

（聖カタリナ大学短期大学部学生懲戒� ç ） 

学則及び「聖カタリナ大学短期大学部学部M�¥ 執行� ç 」に学M は校¥ をつかさ�

り£ U �[ を統督すると明t され、教�[ の�¥ 全ˆ にQ たりö Z を持った対ê を行

っている。 

また、学M の®Z は学校法人の定める「学M®ƒ � ç 」に基づいて行Q れている。

学M を®ƒ する� 要があるとき理NM が学内に学M候à 者Þ ë 会» を設置し、Þ 進会

» で学M候à 者を理NM にÞ ë し、理N 会による®ƒ を9 て理NM が学M をZ 命する。

学M のZ 期は 3 = であり再Z を妨げないI > であり（聖カタリナ大学学M®ƒ � ç 第 3

条、第 s 条、第 Ò条の 2、第 q 条）、2001（平成 13）= 4 r からô 在に至るまで•H し

て学M� を¥ め、�� てÂ¥ 3 [ 会、� € ��3 [ 会、教学P Í 9 n ント3 [ 会、人

N 3 [ 会、]^ 3 [ 会、奨学I > •À3 [ 会、大学評価3 [ 会の3 [M も¥ め、大学•

À のための�¥ の遂行に鋭意ð 力をしている。（Â¥ 3 [ 会、� € ��3 [ 会、教学P

Í 9 n ント3 [ 会、人N 3 [ 会、]^ 3 [ 会、奨学I > •À3 [ 会、大学評価3 [ 会の

各3 [ 会� ç ）  

教� 会は、聖カタリナ大学短期大学部学則第 › 条第 1 1 の� 定に基づき教� 会� ç

第 4 条により}‡ に•À されている。教� 会では学M が教学" 係の重要な; 定を行う

にあたり同� ç 第 3 条第 1 1 の第 1 号から第 9 号にQ たるN1 について6 » されてい

る。また、これらについて意見をm べるN1 は� ç の公{ を電� Ì 2 シスK7 で行う

ことにより、� く公平に- 知している。（キャÍ ット公{ Ì 2N1 ） 
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これらの6 » するN1 の中には第 s 号に. 学・� � ・退学・休学等の学生の身分に

" するN1 を6 » する他、学M が� 要であると定めたN1 を第 1 号、第 2 号、第 3 号、

第 4 号及び第 q号、第 9 号に揚げている。（聖カタリナ大学短期大学部教� 会� ç 第 3

条） 

学M は教� 会� ç 第 4 条 1 1 により教� 会の»M となることが定められており、第 q

条に定めるとおり»n の; 定を行っている。また、»n の最: 確認を行うにあたり、

学M を»M としてa� 者による教� 会打ち合Q� 会を{ � している。なお、� 設大学

の聖カタリナ大学と合同で6 » することが§ ましいとされるときは、第 4 条の 2 第 1

1 により{ � することができると明t されており、第 2 1 により合同教� 会•À 内�

をé 途定め{ � に‚ 障がないようにしている。 

教� 会を£ 管するN¥g 当‹ はb¥‹ となっており、同‹ には{ 学当\ からの»N

a が永= 保存されている。（聖カタリナ大学短期大学部教� 会� ç 第 11 条） 

学‰成 及び™ドミッシL ン・Ã リシ6 、カリキì ラ7 ・Ã リシ6 、) ˜ � ´P ・

Ã リシ6 の� つのÃ リシ6 については567869 に¯ B する他、キャンパスライフ

（在学生, ）、. 学/0 要1 （°0 生, ）に明t し、全教[ が教� 会R 成[ であること

から、教� 会での認識は共有できている。 

学M は教� 会の� に教育l の3 [ 会として学M が»M を¥ め教学を全体的にとらえ

る教学P Í 9 n ント3 [ 会を置き、さらに教学の�	 的な3 [ 会として、教¥ 3 [ 会、

¸ R 3 [ 会、]^ 3 [ 会、学生生活3 [ 会、	 � 3 [ 会のそれ• れの3 [ 会を設� 、� ç

をK� して設置し学生の修学活R のため、}‡ に•À している。（教¥ 3 [ 会、¸ R 3 [

会、]^ 3 [ 会、学生生活3 [ 会、	 � 3 [ 会の各3 [ 会� ç ） 

 

＜テーマ 基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップの課題＞ 

学M がリ6 @6 シッ� をとれていることは§ ましいが、学M®ƒ � ç にも定めてい

るとおり聖カタリナ大学と聖カタリナ大学短期大学部の学M� を兼¥ し、人N 、Â¥ 、

� € �� 、大学評価、教学P Í 9 n ント等の3 [ 会の3 [M を¥ め、201q（平成 29）

=> にはé キャンパスにz 護学� が設置され、激¥ となっている。しかしながら、そ

れをà 佐する!" がないことから、学M をà 佐できる体I を早Â にR 築することが第

一の‹ã である。 

また、学M®ƒ � ç 第 3 条においてZ 期 3 = 再Z を妨げないとあり、ô 学M は 1› =

間H 行しているが、学M� の�¥ ° g をƒ  するなら& 、再Z 3 期または 4 期までと

することが妥当であり、� ç の|Š を行い実j にe すことが第� の‹ã である。 

 

＜テーマ 基準Ⅳ-B 学長のリーダーシップの特記事項＞ 

„ になし 
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［テーマ 基準Ⅳ-C ガバナンス］ 
 

＜根拠資料＞ 

備付資料 

1. 学校法人聖カタリナ学園寄附行為 

2. 学校法人聖カタリナ学園寄附行為施行細則 

3. 学校法人聖カタリナ学園監事監査基準 

4. 監事監査報告書 

5. 評議員会議事録 

 

［区分 基準Ⅳ-C-1 監事は寄附行為の規定に基づいて適切に業務を行っている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 監N は、学校法人の�¥ 及びÂ 産の
� について}~ 監m している。 
（2） 監N は、学校法人の�¥ はÂ 産の
� について、理N 会及び評»[ 会に

• 席して意見をm べている。 
（3） 監N は、学校法人の�¥ はÂ 産の
� について、e 会� => 、監m 2 #

M を0 成し、当該会� => : 了` 2 r 以内に理N 会及び評»[ 会に:• し

ている。 
 

＜区分 基準Ⅳ-C-1 の現状＞ 

本法人は、監N について、「私立学校法」及び「学校法人聖カタリナ学園寄T 行為」

に基づき、本法人の理N 、�[ 、または評»[ 以外の者であって理N 会において®•

した候à 者のうちから、評»[ 会の同意を« て、理NM が®Z している。ô 在、本法

人の監N 2 P は、ともにýþ¤ であるが、監N 2 人のうち 1 人は週AL •¤ の¤¥ 体

I により監m のo 実をC っている。 

両監N は’ í して、本法人の9À に" する重要な会»F 3 [ 会に• 席している™か、

理N （M ）をはš め、内部監m g 当者F 法人本部N¥ Q �[ 、各設置校の教�[ 等と

のÌ 2 ・意見Ï ó を行い、それ• れの�	 的立õ で法人の�¥ 及びÂ 産の
� につい

て全体‚ƒ にð めている。こうした� ç において}~ 監m を行い、理N 会・評»[ 会

に• 席して意見をm べている（学校法人聖カタリナ学園寄T 行為、学校法人聖カタリ

ナ学園寄T 行為j 行細則、学校法人聖カタリナ学園監N 監m 基s ）。 

監N による監m は、主に= 2 E 、11 r のl 半期（4 r ～9 r 期）Â¥ 
� 監m� 及び

s r の期"; 算� に実j されている。l 半期監N 監m は、監m 法人によるl 半期Â¥ 


� 監m の: 了` 、Â¥ 理N または法人会� ‹M より監m 法人監m に基づいた2 # がな

される。監N はエビ) ンスとなる"•op を閲覧・精m するな� して、Ì 2 のà 填、

ä ï� 確認に留意している。期"; 算� の監N 監m については、Â¥ 理N より当該=

> に執行したN�2 # を行い、学園•À の全体‚ƒ をC っている™か、監m 法人によ

る; 算監m 及びX 評に立会し、監m 法人とのÌ 2 ・意見Ï ó を行い、その” をとり

纏めて、監N 監m 2 #M を0 成し、当該会� => : 了` 2 r 以内に理N 会及び評»[
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会に:• し、監m 2 # を行っている（学校法人聖カタリナ学園寄T 行為、学校法人聖

カタリナ学園寄T 行為 j 行細則、学校法人聖カタリナ学園監N 監m 基s 、監N 監m 2

#M ）。 

 
［区分 基準Ⅳ-C-2 評議員会は寄附行為の規定に基づいて開催し、理事長を含め役

員の諮問機関として適切に運営している。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 評»[ 会は、理N の定± の 2倍を超える± の評»[ をもって、(… してい

る。 
（2） 評»[ 会は、私立学校法の評»[ 会の� 定に従い、•À している。 

 

＜区分 基準Ⅳ-C-2 の現状＞ 

評»[ 会は、法人の設置する学校のM s 人、法人の�[ Ò 人、法人の設置する学校

を� � した者 2 人、法人の設置する学校の在学者の保護者 1 人、学識9 0 者 s 人で、

理N の定± 9 人の 2 倍を 1 人超える 19 人の評»[ をもって(… している（学校法人聖

カタリナ学園寄T 行為）。 

評»[ 会は、「私立学校法第 42 条」の� 定に従い}‡ に•À されており、「学校法人

聖カタリナ学園寄T 行為」及び「学校法人聖カタリナ学園寄T 行為 j 行細則」に基づ

き{ � され、¹ 算、借. 金、重要なo 産のS 分、N� �� 、寄T 行為のt ü といった

重要N1 について諮E を°� ている（評»[ 会»N a ）。s r （定] ）の評»[ 会にお

いてはN�2 # 、; 算2 # 、監N 監m 2 # がなされ、] = Ò r には第 1 次à Š¹ 算n

の諮E のため、«� に{ � されている。11 r （定] ）にはl 半期Â¥ 
� を2 # のl

で第 2 次à Š¹ 算n が諮E され、1 r （定] ）には次=>N� �� （粗n ）を2 # し、

3 r （定] ）には次=>N� �� （成n ）及び当\¹ 算n が諮E されている。また、評

»[ 会{ � の都> 、「各学校のô � 2 # 」として、学生等78
� 、| O ・|( �� 、

„ù すべき教育・研究活RF‹ 外活R 、重要な学校行N 等、その� 期にêš た
� 2

# がなされ、本法人に対する理DF" 心を� める一助となっている。 

 

［区分 基準Ⅳ-C-3 短期大学は、高い公共性と社会的責任を有しており、積極的に

情報を公表・公開して説明責任を果たしている。］ 

※当該区分に係る自己点検・評価のための観点 
（1） 学校教育法j 行� 則の� 定に基づき、教育Ì 2 を公表している。 
（2） 私立学校法の� 定に基づき、Â¥ Ì 2 を公{ している。 

 

＜区分 基準Ⅳ-C-3 の現状＞ 

Ì 2 公{ については短期大学部が高い公共性と社会的ö Z を有していることからそ

のk 明ö Z を たし、また在学生F 保護者等の理D と’ 力を一層« られるようにして

ゆくとの観点から本法人及び本学は—%的に行っている。学校教育法j 行� 則の� 定

に基づき本学校法人及び本学J フ˜ シャrq イト（567869 ））に「教育Ì 2 の公

表」の1 目を置き「建学の精神」、「教育研究目的」、「™ドミシL ン・Ã リシ6 」等の
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教育研究l の基礎的なÌ 2 それに「��� 目」、「�� の# 法及び= 間の�� �� 」、「学

修の成 に係Q る評価及び� � または修了の認定に当たっての基s 」等の修学l のÌ

2 な�&' な教育Ì 2 を公表している。 

また、私立学校法の� 定に基づきÂ¥ Ì 2 等についても同q イトで公{ している™

か、本法人のスK6 ク5 r@ 6 に対しては、「学校法人聖カタリナ学園Â¥ M 類閲覧�

ç 」に基づき、申é があれ& 閲覧できるよう法人本部N¥ Q 及び  外á 閲覧£ に「Â

産目a 」、「貸借対� 表」、「} ‚ � 算M 」、「N�2 #M 」、「a[ 等P 簿」、「監N 監m 2

#M 」及び「a[ に対する2 酬等の‚ 給の基s 」を� え置きしている。なお、e= 学

内に於� るÌ 2 公{ の実w 化を目的に、Â¥ 
� 等k 明会を全教�[ 対i に{ � し、

本学校法人® びに本学のÂ¥ 
� について共有化をC っており学内外へのk 明ö Z を

 たしているとƒ えている。 

 

＜テーマ 基準Ⅳ-C ガバナンスの課題＞ 

さらなるカf ナンスの向l 、とりQ� 9À?f ナンス強化にð め、Ü� 化はもとよ

り、@³ コ´ ナ½ イr スµ¶¸ 大を契! とした学校を取り巻くåæ t 化等に対ê でき

る強固な9À 基� づくりをC る。 
 
＜テーマ 基準Ⅳ-C ガバナンスの特記事項＞ 

„ になし 
 

＜基準Ⅳ リーダーシップとガバナンスの改善状況・改善計画＞ 

（a） 前回の認証（第三者）評価を受けた際に自己点検・評価報告書に記述した改善

計画の実行状況 

前E の自己点検・評価2 #M にtm した| 善�� の実行
� は以� のとおりである。 

 

�� 内容 �� 実行� 期 

懲戒に係る細則( 定 

2019（• 和ž ）=>  

（• 和 2 = 4 r 1 L j 行） 

教[ と�[ の’ í (… の設置 2022（• 和 4）=>  

学M®ƒ � ç の見+ し 2023（• 和 s）=>  

教[ と�[ の’ í (… の設置及び学M®ƒ � ç の見+ しについては、GH して検*

を行っている。 

  
（b） 今回の自己点検・評価の課題についての改善計画 

学M のà 佐!" としての教[ と�[ の’ í (… については、2022（• 和 4）=> 中に

設置することとし、学M®ƒ � ç の見+ しについては、2023（• 和 s）=> までに� ç

|Š を実j することとする。 

また、理NM のリ6 @6 シッ� の� 、さらにo 実した管理•À 体I を確立し、「第 3

期中・M 期9À�� （• 和 3～q => ）」をÞ 進することとする。 


